
　４月９日、登立小学校の入学式が始まる前の児童たちの様子。
児童たちは、大きな声で返事することができたでしょうか？詳しいこ
とは、18ページに掲載しています。
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平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
と
11
の
特
別
会
計
、
水
道
・
上
天
草
総
合
病
院

事
業
会
計
の
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、
平
成
19
年
度
に
比
べ
、
４
億
２
千
５
百
万
円
減
の

１
４
５
億
４
千
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
20
年
度
予
算
を
前
年
度
予
算
お
よ
び
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
と
比

較
し
て
、
予
算
の
中
身
を
分
析
し
て
み
ま
す
。

会計名 予算額 前年度比
一般会計 145億4,100万円 ▲４億2,500万円
国民健康保険特別会計

（事業勘定） 51億1,088万円 ▲57万円

国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定） 6,645万円 ▲112万円

診療所特別会計 5,822万円 ▲562万円
老人保健医療特別会計 ７億442万円 ▲49億9,842万円
介護保険特別会計 27億8,021万円 ▲１億1,386万円
斎場特別会計 1,151万円 ▲776万円
天草四郎メモリアルホール
特別会計 3,526万円 ▲694万円

公共下水道事業特別会計 ４億6,133万円 ▲7,397万円
物揚場造成事業特別会計 1,671万円 ０円
地域開発事業特別会計 711万円 ▲379万円
後期高齢者医療特別会計 ３億8,309万円 ※新規

計 241億7,618万円 ▲52億4,696万円

●平成20年度会計別一覧表

会計名（公営企業） 予算額 前年度比
水道事業会計 ９億 2,840 万円 ▲ 961 万円
上天草総合病院事業会計 33 億 7,115 万円 936 万円

計 42 億 9,955 万円 ▲ 25 万円

●平成20年度事業会計予算（収益的収支）

平
成
20
年
度

一
般
会
計
予
算

　

自
主
財
源
は
、
前
年
度
と
比

較
し
ま
す
と
、
総
額
で
４
億
４
，

８
１
３
万
８
千
円
減
少
し
て
い
ま

す
。
一
見
自
主
財
源
の
悪
化
と
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
金
を
入
れ
ず
に
予
算
編

成
し
た
結
果
で
あ
り
、
前
年
度
の

３
億
円
の
繰
越
金
を
財
源
と
し
た

予
算
内
容
か
ら
は
格
段
に
好
転
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
繰
越
金
は
、

基
金
に
積
み
立
て
た
り
、
借
金
返

済
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
繰

上
償
還
の
財
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
財
政
再
建
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
方
税
に
お
い
て
は
、
景

気
好
転
の
兆
し
が
見
え
な
い
ま
ま

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年

度
実
施
さ
れ
た
税
源
移
譲
の
影
響

も
あ
っ
て
、
２
，
７
３
５
万
５
千

円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
に
お
い
て
は
、
２
，

３
１
３
万
８
千
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
借
金
で
あ
る
地
方

債
の
借
入
を
６
，
１
３
０
万
円
抑

制
し
て
い
ま
す
。理
由
と
し
て
は
、

「
借
り
過
ぎ
た
借
金
」
が
財
政
運

営
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度

ま
で
実
施
さ
れ
る
政
府
資
金
（
国

の
資
金
）
等
の
繰
上
償
還
を
積
極

的
に
活
用
し
、
新
規
借
入
の
抑
制

も
併
せ
る
こ
と
で
、
公
債
費
の
負

担
を
低
下
さ
せ
、
平
準
化
を
図
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
依
然
と
し
て
歳
入
構

造
上
の
問
題
点
で
も
あ
る
依
存
財

源
に
頼
る
体
質
は
改
善
さ
れ
て
お

ら
ず
、
国
県
の
動
向
に
左
右
さ
れ

る
脆
弱
な
財
政
構
造
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
方
税
な
ど
の
自
主
財

源
を
適
正
に
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。【
表
１
参
照
】

自主財源
21.7％

市債
7.4％

自主財源
21.7％

依存財源78.2％

市税
16.3％

分担金及び
負担金
1.3％

歳　入

その他4.1％

その他3.9％

地方交付税50.5％

国庫支出金
7.1％

県支出金
9.4％

市債
7.4％

歳　
　
入

※各数字は、千円単位を四捨五入しており合計が一致しな い場合があります。

�2008. ５月号



（単位：千円）

H20 H19 増減額 増減率

自主財源 3,159,050 3,607,188 △ 448,138 △ 12.4％

　市税 2,371,383 2,344,028 27,355 1.2％

　分担金及び負担金 196,999 197,523 △ 524 △ 0.3％

　使用料及び手数料 88,801 113,671 △ 24,870 △ 21.9％

　財産収入 38,511 48,984 △ 10,473 △ 21.4％

　繰入金 230,156 353,359 △ 123,203 △ 34.9％

　繰越金 300,000 △ 300,000 △ 100.0％

　諸収入（収益・受託除く） 233,200 249,623 △ 16,423 △ 6.6％

依存財源 11,381,950 11,358,812 23,138 0.2％

　地方譲与税 170,000 173,000 △ 3,000 △ 1.7％

　利子割交付金 9,000 11,000 △ 2,000 △ 18.2％

　配当割交付金 1,000 1,000 0 0.0％

　株式等譲渡所得割交付金 1,000 1,000 0 0.0％

　ゴルフ場利用税交付金 13,800 15,215 △ 1,415 △ 9.3％

　自動車取得税交付金 40,500 45,000 △ 4,500 △ 10.0％

　地方交付税 7,350,000 7,400,000 △ 50,000 △ 10.0％

内普通交付税 6,900,000 6,900,000 0 0.0％

内特別交付税 450,000 500,000 △ 50,000 △ 10.0％

　交通安全対策特別交付金 3,500 4,000 △ 500 △ 12.5％

　国庫支出金 1,027,557 1,050,967 △ 23,410 △ 2.2％

　県支出金 1,360,182 1,178,731 181,451 15.4％

　受託事業収入 411 599 △ 188 △ 31.4％

　市債 1,072,000 1,133,300 △ 61,300 △ 5.4％

　地方消費税交付金 315,000 320,000 △ 5,000 △ 1.6％

　地方特例交付金 18,000 25,000 △ 7,000 △ 28.0％

合　　計 14,541,000 14,966,000 △ 425,000 △ 2.8％

項　　目 Ｈ20当初 Ｈ20ＲＰ
※3 比較

一般財源 10,802 10,735 67
　市税 2,371 2,382 △11
　地方交付税等※1 7,368 7,228 140
　地方譲与税等 554 580 △26
　財産収入 39 45 △6
　地方債※2 470 500 △30
特定財源 3,739 3,901 △162
　国県支出金 2,388 2,102 286
　使用料等 89 119 △30
　分担金等 197 214 △17
　繰入金 230 196 34
　地方債 602 768 △166
　その他 233 502 △269

合　　計 14,541 14,636 △95

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付

税
等
を
除
い
て
見
込
み
よ
り
予

算
額
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

６
年
ぶ
り
地
方
財
政
計
画
が
３
．

０
％
増
加
し
た
影
響
で
、
地
方
交

付
税
等
が
伸
び
て
お
り
、
一
般
財

源
は
６
，
７
０
０
万
円
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
財
源
に

つ
い
て
は
、
１
億
６
，
２
０
０
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
要

因
と
し
て
は
、
地
方
債
の
借
入
を

見
込
み
よ
り
も
抑
制
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
と
、
前
年
度
繰
越
金

を
財
源
と
し
な
く
て
す
ん
だ
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
２
参
照
】

自主財源･･････････････････
　市が自主的に収入できる財
源

依存財源･･････････････････
　国・県から交付されたり、
割り当てられたりした財源

市税･･････････････････････
　市民税や固定資産税など、
市民の皆さんが納めた税金

分担金・負担金････････････
　事業に必要な経費を、その
受益者から徴収したお金

使用料・手数料････････････
　使用料は公の施設を使用し
た場合に徴収したお金。手
数料は、提供したサービス
の費用

財産収入･･････････････････
　各種基金利子、財産を売り
払ったお金

繰入金････････････････････
　各種基金 ( 貯金 ) の取り崩
しにより繰り入れたお金

繰越金････････････････････
　市の決算剰余金を翌年度に
繰り越して使用するもの

地方譲与税････････････････
　国が徴収した自動車重量税
などから配分されたお金

地方交付税････････････････
　所得税や酒税など、国税の
一部から町の財政状況に応
じて交付されるお金

国庫支出金････････････････
　特定の事業に対して国から
交付されるお金

県支出金･･････････････････
　特定の事業に対して県から
交付されるお金

市債･･････････････････････
　大きな事業を行うために、
国や金融機関から借り入れ
たお金

表１　一般会計当初予算　〈歳入〉

表２　平成20年度当初予算と
リバイバルプラン（歳入）　

（単位：百万円）

※ 1　地方交付税等には、地方交付税と地方特例交付金
を含む

※ 2　地方債は、臨時財政対策債であり普通交付税の振
替措置となる

※ 3　ＲＰとは、リバイバルプランの略称

リ
バ
イ
ラ
ル
プ
ラ
ン

と
の
比
較
（
歳
入
）

用  語 解  説

� 広報 上天草



（単位：千円）

款 H20 H19 増　減 増減率

議会費 190,339 193,212 △2,873 △1.5％

総務費 1,970,494 2,281,053 △310,559 △13.6％

民生費 4,370,444 4,325,360 45,084 1.0％

衛生費 1,497,248 1,582,984 △85,736 △5.4％

農林水産業費 1,265,155 1,115,120 150,035 13.5％

商工費 229,313 244,889 △15,576 △6.4％

土木費 935,718 983,668 △47,950 △4.9％

消防費 616,557 609,437 7,120 1.2％

教育費 1,004,950 1,128,843 △123,893 △11.0％

災害復旧費 1,341 1,726 △385 △22.3％

公債費 2,401,580 2,462,568 △60,988 △2.5％

諸支出金 37,685 5,424 32,261 594.8％

予備費 20,176 31,716 △11,540 △36.4％

合　　計 14,541,000 14,966,000 △425,000 △2.8％

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

義
務
的
経
費
に
お
い
て
は
、
見

込
み
よ
り
１
億
１
，
７
０
０
万

　

歳
出
に
お
い
て
、
性
質
別
に
前

年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
人
件
費

な
ど
の
義
務
的
経
費
で
３
億
３
，

８
８
４
万
４
千
円
の
減
、
建
設
事

業
関
係
経
費
で
も
あ
る
投
資
的
経

費
で
２
，
０
４
３
万
９
千
円
の

増
、
他
会
計
へ
の
繰
出
金
等
で
構

成
さ
れ
る
そ
の
他
の
経
費
で
９
，

５
０
５
万
５
千
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
義
務
的
経
費

▼
人
件
費　

定
員
の
抑
制
と
特

別
・
一
般
職
員
の
期
末
勤
勉

手
当
の
削
減

▼
公
債
費　

前
年
度
実
施
し
た
繰

に
、
投
資
的
経
費
に
お
い
て
は
、

予
算
圧
縮
に
伴
い
削
減
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

予
算
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
、
生
活
基
盤
、
経
済
基
盤
、
教

育
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。【
表
４

参
照
】

表３　一般会計当初予算　〈歳出目的別〉

義務的
経費

55.4％

投資的経費
10.7％

普通建設
事業費
10.7％

補助費等
16.6％

繰出費
8.2％

物件費
7.5％

その他
1.6％

その他
33.9％

歳　出

人件費
22.9％

扶助費
16.0％

公債費
16.5％

歳　
　
出

リ
バ
イ
ラ
ル
プ
ラ
ン

と
の
比
較
（
歳
出
）

上
償
還
の
効
果

▼
扶
助
費　

国
の
三
位
一
体
の

改
革
の
影
響
で
特
定
財
源
が

減
少
し
地
方
の
支
出
が
増
加

②
投
資
的
経
費　

公
債
費
負
担

適
正
化
の
観
点
か
ら
地
方
債
借

入
を
抑
制
し
、
効
果
を
早
期
に
引

き
出
す
た
め
事
業
集
中
化

③
そ
の
他
の
経
費

▼
物
件
費　

市
役
所
内
の
事
務

管
理
経
費
の
削
減

▼
補
助
費
等　

後
期
高
齢
者
制

度
実
施
に
伴
う
増

▼
積
立
金　

繰
上
償
還
の
財
源

と
し
て
基
金
へ
の
積
立

▼
繰
出
金　

老
人
保
健
医
療
制

度
か
ら
後
期
高
齢
者
制
度
移

行
に
伴
う
減

　

歳
出
予
算
の
圧
縮
に
伴
い
構
成

比
率
は
、
ほ
ぼ
同
様
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
個
別
に
見
て
い
く
と
義

務
的
経
費
を
削
減
す
る
こ
と
で
、

財
政
の
弾
力
性
を
伸
ば
し
つ
つ
あ

り
、
ま
た
、
内
部
事
務
管
理
経
費

の
削
減
を
徹
底
的
に
行
う
こ
と

で
、
そ
の
他
の
経
費
が
削
減
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
生
活
基
盤
や

経
済
基
盤
の
整
備
を
行
う
な
ど
、

市
経
済
の
衰
退
を
招
か
な
い
よ
う

前
年
度
並
み
の
投
資
的
経
費
は
確

保
し
て
お
り
、
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ

ン
に
沿
っ
た
財
政
改
革
が
着
実
に

実
施
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
今
後
の
国
の
政
策
が

不
透
明
で
あ
り
、
し
か
も
財
政
再

建
を
推
進
さ
れ
て
い
る
中
に
あ
っ

て
、
地
方
へ
の
し
わ
寄
せ
は
大
き

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
本
市
の

行
財
政
改
革
を
緩
和
す
る
わ
け
に

は
行
か
ず
、
10
年
・
20
年
先
を
見

据
え
た
予
算
編
成
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
20
年
度
当
初
予
算
に

お
い
て
義
務
的
経
費
の
削
減
は

あ
っ
た
も
の
の
、
80
億
円
台
を
推

移
し
て
お
り
、
繰
上
償
還
を
着
実

に
実
行
し
、
公
債
費
の
適
正
化
を

図
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
削
減
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
内
部
事
務

管
理
経
費
に
お
い
て
も
施
設
の
管

理
運
営
を
見
直
し
た
り
、
事
務
費

関
係
の
削
減
を
推
進
し
さ
ら
な
る

努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

円
減
、
そ
の
他
の
経
費
に
お
い

て
は
１
億
２
，
４
０
０
万
円
の

減
、
投
資
的
経
費
に
お
い
て
は
、

１
億
６
，
０
０
０
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
総
額
に

つ
い
て
も
９
，
５
０
０
万
円
の

減
で
あ
り
、
見
込
み
よ
り
義
務

的
経
費
、
そ
の
他
の
経
費
を
削

減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
資

的
経
費
が
確
保
で
き
、
プ
ラ
ン

と
比
較
し
て
も
若
干
な
が
ら
前

倒
し
的
に
財
政
再
建
が
進
ん
で

い
ま
す
。【
表
５
参
照
】

�2008. ５月号



（単位：百万円）

項　　目 Ｈ20当初 Ｈ20ＲＰ※1 比　較
義務的経費 8,060 8,177 △117
　人件費 3,332 3,482 △150
　扶助費 2,326 2,290 36
　公債費 2,402 2,405 △3
その他の経費 4,910 5,034 △124
　物件費 1,086 1,162 △76
　維持補修費 47 49 △2
　補助費等 2,415 2,044 371
　積立金 38 155 △117
　繰出金 1,189 1,494 △305
　投資出資貸付金 135 130 5
投資的経費 1,551 1,391 160
　普通建設事業 1,549 1,391 158
　災害復旧事業 2 2
予備費 20 34 △14

合　　計 14,541 14,636 △95
※ 1　ＲＰとは、リバイバルプランの略称

（単位：千円）

科　　目 H20 H19 増　　減 増減率

義務的経費 8,060,065 8,398,909 △338,844 △4.0％

　人件費 3,332,316 3,620,443 △288,127 △8.0％

　扶助費 2,326,169 2,315,898 10,271 0.4％

　公債費 2,401,580 2,462,568 △60,988 △2.5％

投資的経費 1,550,484 1,530,045 20,439 1.3％

　普通建設事業費 1,549,143 1,528,319 20,824 1.4％

　　内補助 1,046,624 818,123 228,501 27.9％

　　内単独 502,519 710,196 △207,677 △29.2％

　災害復旧事業費 1,341 1,726 △385 △22.3％

その他の経費 4,910,275 5,005,330 △95,055 △1.9％

　物件費 1,085,920 1,213,875 △127,955 △10.5％

　維持補修費 47,257 49,323 △2,066 △4.2％

　補助費等 2,414,994 2,104,156 310,838 14.8％

　積立金 37,459 5,063 32,396 639.9％

　投資及び出資金 91,101 85,453 5,648 6.6％

　貸付金 44,320 44,320 0 0.0％

　繰出金 1,189,224 1,503,140 △313,916 △20.9％

予備費 20,176 31,716 △11,540 △36.4％

合　　計 14,541,000 14,966,000 △425,000 △2.8％

議会費･･･････････････････
　議会を運営するために使
われるお金

総務費･･･････････････････
　全般的な管理事務、企画
調整事務などに使われる
お金

民生費･･･････････････････
　高齢者、障害者、児童な
どの福祉全般や生活保護
事務に使われるお金

衛生費･･･････････････････
　健康管理や生活環境整備
などに使われるお金

農林水産業費･････････････
　農道、漁港の整備や営農
の活性化などに使われる
お金

商工費･･･････････････････
　商工業および観光の振興
に使われるお金

土木費･･･････････････････
　道路、港湾、住宅管理な
どの事業に使われるお金

消防費･･･････････････････
　消防施設の整備や消防団
の運営などに使われるお
金

教育費･･･････････････････
　学校運営や生涯学習、ス
ポーツの振興など、教育
全般の事業事務に使われ
るお金

災害復旧費･･･････････････
　台風や集中豪雨などで被
災した道路、農地、農業
用施設などの復旧に使わ
れるお金

公債費･･･････････････････
　事業を行うために借り入
れたお金を返済するため
に支払うお金

人件費･･･････････････････
　市職員給与、市議会議員・
各種委員報酬

扶助費･･･････････････････
　法令に基づく被扶助者に
支給される経費、児童手
当、医療扶助

普通建設事業費など･･･････
　道路の整備、公共施設な
どの整備に要したお金な
ど

物件費･･･････････････････
　消耗品、臨時職員賃金、
業務委託料など

諸支出金･････････････････
　各種基金への積立金とし
て使うお金

繰出金･･･････････････････
　一般会計と特別会計また
は特別会計相互間におい
て支出される費用

表４　一般会計当初予算　〈歳出性質別〉

■
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、
地

方
財
政
対
策
と
し
て
地
方
再
生
対

策
費
を
導
入
す
る
こ
と
で
地
方
交

付
税
等
の
増
額
が
あ
り
、
財
源
を

手
厚
く
さ
れ
た
経
緯
は
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
国
の
財
政
再
建
の

下
、
地
方
へ
の
し
わ
寄
せ
は
不
可

表5　平成20年度当初予算と
　リバイバルプラン（歳出）

避
で
あ
り
ま
す
。
ゆ
え
に
歳
入
、

歳
出
と
も
、
プ
ラ
ン
以
上
に
改
革

が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
今
後

に
お
い
て
も
手
綱
を
緩
め
る
こ
と

な
く
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
プ
ラ
ン
を
前

倒
し
す
る
気
概
を
も
っ
て
財
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

用  語 解  説

� 広報 上天草



平成20年度  事業概要

①
小
学
校
に
お
け
る
英
語
活
動
等

国
際
理
解
活
動
推
進
事
業

②
99
万
円

③
学
務
課

④
小
学
校
で
の
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
、
児
童
が
外
国
語
に

触
れ
た
り
、
外
国
の
生
活
や

文
化
に
慣
れ
親
し
ん
だ
り
す

る
よ
う
な
体
験
学
習
を
維
和

小
を
中
心
と
し
て
行
い
ま
す
。

①
子
ど
も
の
健
康
を
育
む
総
合
食

育
推
進
事
業

②
87
万
円

③
学
務
課

④
市
内
小
・
中
学
校
の
食
育
の
充

実
を
図
る
た
め
、
姫
戸
小
学

校
の
栄
養
教
諭
が
中
核
と
な

り
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の

団
体
と
連
携
・
協
力
し
た
実

践
的
な
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

①
就
学
前
教
育
の
振
興
・
充
実
モ

デ
ル
実
践
研
究
事
業

②
50
万
円

③
学
務
課

④
今
津
小
・
中
学
校
の
モ
デ
ル

的
な
取
組
み
を
中
心
と
し
て
、

市
内
全
保
育
園
と
小
・
中
学

校
が
就
学
前
教
育
か
ら
小
学

校
教
育
へ
の
滑
ら
か
な
移
行

お
よ
び
中
学
校
教
育
ま
で
の

一
貫
し
た
考
え
方
に
よ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
と
実
践
的

な
研
究
を
行
い
ま
す
。

①
公
民
館
運
営
事
業

②
１
，
３
３
６
万
円

③
社
会
教
育
課　

生
涯
学
習
係

④
公
民
館
の
活
動
支
援
を
行
い
、

各
種
学
級
や
講
座
を
開
催
し
、

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

①
図
書
館
運
営
事
業

②
２
，
１
３
２
万
円

③
社
会
教
育
課　

生
涯
学
習
係

④
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
た
図
書

の
整
備
を
進
め
、
利
用
者
の

増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
図

書
の
配
本
や
読
み
聞
か
せ
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
ど
を

行
い
ま
す
。

①
生
涯
学
習
推
進
事
業

②
社
会
教
育
課　

生
涯
教
育
係

③
４
０
７
万
円

④
青
少
年
を
含
む
社
会
教
育
団
体

な
ど
が
自
覚
と
誇
り
を
持
ち

健
や
か
に
心
豊
か
に
成
長
す

る
こ
と
を
助
成
し
ま
す
。

①
文
化
振
興
事
業

②
３
４
９
万
円

③
社
会
教
育
課　

文
化
振
興
係

④
舞
台
芸
術
を
中
心
と
し
た
自
主

文
化
事
業
を
積
極
的
に
実
施

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
芸
術

文
化
に
親
し
む
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
小
中
学
校
へ
の
芸

術
家
等
派
遣
事
業
に
つ
い
て

も
学
校
と
連
携
し
、
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

①
文
化
財
保
護
事
業

②
２
５
７
万
円

③
社
会
教
育
課　

文
化
振
興
係

④
指
定
文
化
財
の
保
存
活
用
と
新

た
な
文
化
財
の
発
掘
、
調
査

に
努
め
、
先
人
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
歴
史
を
共
有
の
財

産
と
し
て
後
世
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
き
ま
す
。

①
ス
ポ
ー
ツ
活
動
事
業

②
１
，
３
４
０
万
円

③
社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
④
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
小

中
高
校
生
の
各
種
大
会
や
パ

ー
ル
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
開
催
、
体
育
協
会
へ
の
補

助
等
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

①
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

支
援
事
業

②
２
３
７
万
円

③
社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
④
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
普
及
推
進
の
た
め
、
上
天

草
市
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ド

リ
ー
ム
ズ
」
に
補
助
を
行
い

ま
す
。

①
社
会
体
育
施
設
管
理
事
業

②
９
０
２
万
円

安心・快適な
暮らしづくり

政策別の主な事業概要
　本市の予算がどんな事業に、いくら使われているかご
存知ですか?
ここでは数多くある事業の中で、主要なものをピックア
ップしてお知らせします。

①事業の名称（※は新規事業）
②予算額（国費・県費は補助金など。
１万円未満は切り捨て）

③担当部署・担当係
④事業など内容説明

交
流
の
活
発
化
で
進
め
る
教
育
・
文
化

�2008. ５月号



平成20年度  事業概要

③
社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
④
指
定
管
理
施
設
以
外
の
社
会
体

育
施
設
の
維
持
管
理
を
行
い
、

市
民
が
安
全
で
快
適
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

①
指
定
管
理
者
委
託
事
業
※

①
健
康
増
進
法
等
に
よ
る
保
健
事

業
「
あ
な
た
の
健
康　

家
族

の
笑
顔
」

②
５
，
４
６
５
万
円

③
保
健
課　

保
健
予
防
係

④
健
康
手
帳
交
付
、
各
種
健
康
教

育
・
相
談
、
生
活
習
慣
病
健

診
・
が
ん
検
診
、
お
よ
び
訪

問
指
導
な
ど
、
住
民
の
健
康

管
理
や
生
活
習
慣
の
改
善
を

支
援
す
る
事
業
で
す
。
食
生

活
改
善
事
業
等
、
地
域
の
健

康
増
進
を
住
民
の
手
で
図
れ

る
よ
う
、
地
区
組
織
の
育
成

や
支
援
を
行
い
ま
す
。
ス
パ
・

タ
ラ
ソ
の
プ
ー
ル
を
利
用
し

た
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ア
ク
ア
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
特
定
健
診
、特
定
保
健
指
導「
時

代
は
予
防
へ
」
※

②
２
、２
３
８
万
円

③
保
健
課　

国
保
係

④
生
活
習
慣
病
お
よ
び
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
な
ど
の
予
防

を
目
的
に
、
健
診
・
指
導
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。
早
期
発

見
、
早
期
治
療
、
さ
ら
に
早

い
段
階
の
「
予
防
」
の
た
め
、

受
診
率
、
保
健
指
導
率
向
上

に
努
め
ま
す
。

①
母
子
保
健
事
業
「
子
は
宝
」

②
１
，
３
６
７
万
円

③
保
健
課　

保
健
予
防
係

④
乳
幼
児
の
健
診
や
学
級
、
母

子
健
康
手
帳
の
発
行
、
妊
婦

健
康
診
査
公
費
負
担
、
も
う

す
ぐ
パ
パ
マ
マ
学
級
、
相
談
、

訪
問
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、

ま
た
思
春
期
保
健
に
関
す
る

こ
と
な
ど
の
事
業
を
行
い
ま

す
。

①
予
防
接
種
事
業
「
予
防
接
種
で

病
気
知
ら
ず
」

②
３
，
６
３
７
万
円

③
保
健
課　

保
健
予
防
係

④
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
、
定
期

の
予
防
接
種
を
集
団
ま
た
は

個
別
で
行
い
ま
す
。
学
童
ま

で
の
予
防
接
種
は
（
対
象
年

齢
の
み
）
全
額
公
費
負
担
で

す
。

①
上
天
草
総
合
病
院
、
入
院
治

療
（
１
９
５
床
）
外
来
診
療

（
４
６
０
人
）
を
中
心
と
し
た

医
療
・
健
康
・
介
護
福
祉
・

健
診
事
業

②
26
億
８
，
６
９
６
万
円

③
上
天
草
総
合
病
院

④
病
気
を
早
く
治
し
た
い
、
健
康

管
理
を
し
た
い
方
と
よ
く
話

し
合
い
、
で
き
る
限
り
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
診
療
科

目
は
次
の
と
お
り
で
す
。
内

科
、
精
神
科
、
代
謝
内
科
、

呼
吸
器
科
、
胃
腸
科
、
循
環

器
科
、
ア
レ
ル
ギ
ー
科
、
小

児
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、

泌
尿
器
科
（
※
本
年
４
月
よ

り
常
勤
医
師
が
赴
任
）、
肛
門

科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、　

耳

鼻
咽
喉
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
、
歯
科
、
歯
科
口

腔
外
科

①
看
護
師
育
成
事
業

②
１
億
31
万
円

③
上
天
草
介
護
専
門
学
校

④
看
護
師
と
し
て
必
要
な
知
識
お

よ
び
技
術
を
教
授
し
社
会
に

貢
献
し
う
る
有
能
な
人
材
を

育
成
し
ま
す
。
1
学
年
40
人
、

修
業
年
限
3
年
、
受
験
資
格

は
高
校
卒
業
に
な
り
ま
す
。

①
上
天
草
市
民
の
健
診
事
業

②
1
億
５
２
７
万
円

③
上
天
草
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

④
住
民
基
本
健
診
、
施
設
健
診
、

人
間
ド
ッ
ク
（
病
院
内
）、
予

防
接
種
、
事
業
所
健
診
、
健

康
教
育
、
健
康
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
に
つ

い
て
い
つ
で
も
相
談
く
だ
さ

い
。

①
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

②
２
億
７
，
４
８
７
万
円

③
上
天
草
介
護
老
人
保
健
施
設

（
き
ら
ら
の
里
）

④
病
弱
で
リ
ハ
ビ
リ
、
看
護
、
介

護
を
必
要
と
す
る
寝
た
き
り

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
老
人

な
ど
の
医
療
ケ
ア
お
よ
び
療

養
事
業
（
50
床
）
と
通
所
事

業
を
行
い
ま
す
。

①
在
宅
介
護
支
援
事
業

②
１
，
０
２
４
4
万
円

③
上
天
草
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

④
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

①
在
宅
で
の
療
養
支
援
事
業

②
１
，
６
８
５
万
円

③
上
天
草
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
④
在
宅
に
お
い
て
、
病
気
や
け
が

な
ど
に
よ
り
継
続
し
て
療
養

の
必
要
が
あ
る
人
に
、
か
か

り
つ
け
医
師
の
指
示
の
元
で

看
護
師
が
在
宅
療
養
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

①
居
宅
介
護
支
援
事
業

②
１
，
１
５
０
0
万
円

③
上
天
草
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

④
居
宅
要
介
護
者
な
ど
に
対
す
る

居
宅
介
護
支
援
（
ケ
ア
ー
プ

ラ
ン
作
成
な
ど
）
を
行
い
ま

す
。

①
認
可
保
育
園
措
置
事
業

②
７
億
８
，
４
３
０
万
円
（
国
費

２
億
７
，
０
０
２
万
円
、
県

費
１
億
４
，
０
４
７
万
円
）

③
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

④
保
育
に
か
け
る
乳
幼
児
を
保
育

す
る
こ
と
を
目
的
に
私
立
保

育
園
13
園
に
対
し
て
交
付
金

を
交
付
し
ま
す
。

①
児
童
手
当
事
業

②
２
億
４
，
２
０
３
万
円

　
（
国
費
９
，
９
４
２
万
円
、
県

費
７
，
１
２
９
万
円
）

③
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

④
小
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、

②
５
，
６
２
６
万
円

③
社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
④
大
矢
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と

松
島
総
合
運
動
公
園
に
係
る

業
務
を
、
本
年
度
か
ら
指
定

管
理
者
に
委
託
し
、
施
設
の

管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

各
種
連
携
で
の
保
健
・
医
療
の
充
実

人
材
活
用
に
よ
る
福
祉
の
充
実

� 広報 上天草



平成20年度  事業概要

制
限
あ
り
）
で
す
。

①
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

事
業

②
１
億
４
９
４
万
円

　
（
県
費
５
，
２
４
２
万
円
）

③
福
祉
課　

障
害
福
祉
係

④
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
、
福

祉
手
当
受
給
相
当
額
、
精
神

障
害
福
祉
手
帳
１
級
な
ど
の

該
当
者
が
、
病
院
な
ど
で
診

療
を
受
け
た
時
支
払
う
自
己

負
担
額
を
助
成
（
た
だ
し
、

所
得
制
限
あ
り
）
し
ま
す
。

①
障
害
者
自
立
支
援
医
療
費
（
更

生
医
療
）
給
付
事
業

②
３
，
１
７
４
万
円

　
（
国
費
１
，
５
８
０
万
円
、
県

費
７
９
０
万
円
）

③
福
祉
課　

障
害
福
祉
係

④
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

保
持
者
で
、
日
常
生
活
を
容

易
に
す
る
た
め
に
身
体
上
の

障
害
を
取
り
除
い
た
り
、
あ

る
い
は
軽
減
す
る
た
め
に
受

け
た
医
療
保
険
の
原
則
1
割

負
担
を
助
成
し
ま
す
。

①
障
害
者
自
立
支
援
事
業

②
４
億
８
６
２
万
円

　
（
国
費
２
億
２
９
０
万
円
、
県

費
１
億
１
２
３
万
円
）

③
福
祉
課　

障
害
福
祉
係

④
障
害
者
な
ど
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
な
ど
介
護
の
必
要

な
方
に
対
し
て
「
介
護
給
付
」

の
支
給
を
行
い
、
地
域
生
活

の
安
定
を
図
り
介
護
負
担
の

軽
減
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

自
立
や
就
労
に
向
け
た
訓
練

な
ど
を
行
う
「
訓
練
等
給
付
」

を
支
給
し
、
日
中
活
動
の
場

の
提
供
に
よ
り
障
害
者
の
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、

施
設
入
所
支
援
な
ど
の
住
ま

い
の
場
の
提
供
と
合
わ
せ
て
、

障
害
者
の
生
活
支
援
と
社
会

参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

①
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

②
２
，
４
６
４
万
円

　
（
国
費
７
６
０
万
円
、
県
費

３
８
０
万
円
）

③
福
祉
課　

障
害
福
祉
係

④
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者（
児
）

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
自
治
体
が

創
意
工
夫
に
よ
り
地
域
生
活

支
援
を
実
施
し
、
地
域
で
の

障
害
者
等
の
生
活
の
安
定
や

自
立
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

や
支
援
（
事
業
に
よ
り
自
己

負
担
1
割
が
必
要
）
を
行
い

ま
す
。

①
福
祉
手
当
事
業

②
２
，
０
６
２
万
円

　
（
国
費
１
，
５
０
４
万
円
）

③
福
祉
課　

障
害
福
祉
係

④
在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）

で
、
常
時
特
別
の
介
護
を
要

す
る
状
態
の
人
に
対
し
て
支

給
し
ま
す
（
支
給
要
件
あ
り
）。

手
当
て
は
、
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
お
よ

び
経
過
的
福
祉
手
当
が
あ
り
、

２
・
５
・
８
・
11
月
に
そ
れ
ぞ

れ
前
月
ま
で
の
３
カ
月
分
を

支
給
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

②
27
億
３
，
２
５
９
万
円

　
（
国
費
７
億
６
７
６
万
円
、
県

費
４
億
１
，
１
７
９
万
円
）

③
介
護
保
険
課　

管
理
係

④
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
を
対
象

と
し
、
要
介
護
な
ど
の
状
態

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
自
分
で
サ

ー
ビ
ス
を
選
択
し
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
自
己
負

担
は
１
割
）

①
地
域
支
援
事
業

②
４
，
７
６
３
万
円

　
（
国
費
１
，
７
８
０
万
円
、
県

費
８
９
０
万
円
）

③
介
護
保
険
課　

介
護
予
防
係

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

④
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
な
ど
に

な
る
こ
と
を
予
防
す
る
と
と

も
に
、
地
域
に
お
い
て
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
事
業
で

す
。

①
開
所
時
間
延
長
保
育
促
進
事
業

②
７
，
１
７
７
万
円

　
（
国
費
３
，
７
３
５
万
円
）

③
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

④
11
時
間
の
開
所
時
間
の
前
後
に

お
い
て
、
さ
ら
に
30
分
以
上

の
延
長
保
育
を
実
施
し
、
保

育
需
要
へ
の
対
応
を
し
ま
す
。

①
国
民
年
金
事
務
事
業

②
１
０
６
万
円
（
全
額
国
費
）

③
市
民
窓
口
課　

国
民
年
金
係

④
健
全
な
国
民
生
活
の
維
持
・
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
老
齢
・
障
害
・
死
亡
に

お
い
て
、
必
要
な
国
民
年
金

の
給
付
を
行
い
ま
す
。

①
地
域
づ
く
り
振
興
事
業

②
５
０
７
万
円

③
企
画
政
策
課　

企
画
係

④
市
内
に
住
所
を
有
す
る
団
体
ま

た
は
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
、
人

材
育
成
の
た
め
の
先
進
地
視

察
研
修
や
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
調
査
研
究
・
国
際
交
流

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
で
、

家
庭
の
生
活
安
定
に
寄
与
し
、

児
童
の
健
全
育
成
お
よ
び
資

質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当
事
業

②
１
億
６
，
２
４
９
万
円
（
国
費

５
，
４
１
６
万
円
）

③
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

④
母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定

と
自
律
の
促
進
の
た
め
、
当

該
児
童
に
つ
い
て
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
し
、
児
童
福
祉

の
増
進
を
図
り
ま
す
。

①
緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業

②
２
３
１
万
円

③
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

④
市
内
に
住
む
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
世
帯
で
、
急
病
・
火
災
・

事
故
等
の
緊
急
事
態
の
際
に

は
消
防
本
部
へ
、
相
談
は
市

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
連
絡
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム

を
設
置
・
整
備
し
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
等
福
祉
年
金
事
業

②
１
，
０
０
０
万
円

③
福
祉
課　

障
害
福
祉
係

④
身
体
障
害
者
手
帳
な
ら
び
に

戦
傷
病
者
手
帳
お
よ
び
療
育

手
帳
（
知
的
障
害
児
・
者
）、

精
神
障
害
福
祉
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
者
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
は
一
人
５
，
０
０
０

円
（
た
だ
し
、
受
給
資
格
に

な
ど
に
助
成
す
る
事
業
で
す
。

アメリカへ
ホームステイ

合
併
効
果
を
引
き
出
す
連
携
・
交
流
の
促
進

�2008. ５月号



平成20年度  事業概要

①
県
営
農
道
整
備
事
業

②
７
，
８
３
７
万
円

　
（
県
費
８
億
円
）

③
農
林
水
産
課　

耕
地
係

④
農
産
物
搬
出
の
効
率
化
お
よ
び

交
通
の
利
便
性
を
図
る
目
的

と
し
て
、
農
業
基
盤
整
備
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

▽
大
矢
野
町　

県
営
北
部
地
区
農

道
、
北
部
地
区
ふ
る
さ
と
農

道
、
大
維
農
道

▽
松
島
町　

県
営
上
島
中
央
農
道

①
市
単
独
耕
地
事
業

②
１
，
０
０
０
万
円

③
農
林
水
産
課　

耕
地
係

④
国
、
県
の
補
助
事
業
に
該
当
し

な
い
小
規
土
地
改
良
施
設
の

整
備
を
し
、
農
作
業
の
労
力

軽
減
、
農
産
物
生
産
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

①
県
営
荒
木
浜
地
区
基
盤
整
備
事

業
②
３
，
０
０
０
万
円

③
農
林
水
産
課　

耕
地
係

④
荒
木
浜
地
区
の
水
田
地
帯
の
ほ

場
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
し
、

農
地
の
高
度
利
用
化
事
業
を

進
め
ま
す
。

①
天
草
黒
牛
ブ
ラ
ン
ド
確
立
対
策

事
業

②
40
万
円

③
農
林
水
産
課　

農
業
係

④
天
草
黒
牛
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
図

る
目
的
で
、
黒
毛
和
種
の
血

統
指
定
を
行
い
、
統
一
さ
れ

た
黒
毛
和
牛
導
入
、
優
良
子

牛
の
保
留
に
よ
る
改
良
を
実

施
し
、
生
産
者
に
対
し
一
部

助
成
す
る
こ
と
で
生
産
意
欲

お
よ
び
所
得
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

①
酪
農
振
興
対
策
事
業

②
１
５
０
万
円

③
農
林
水
産
課　

農
業
係

④
乳
用
牛
増
産
対
策
事
業
、
環
境

衛
生
指
導
事
業
、
ヘ
ル
パ
ー

事
業
を
組
合
と
共
に
実
施
し

て
、
後
継
者
育
成
、
経
営
改

善
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
務
事

業
②
１
，
１
７
９
万
円
（
県
支
出
金

８
９
２
万
円
）

③
農
林
水
産
課　

農
業
係

④
地
形
的
に
不
利
な
傾
斜
地
な

ど
の
農
地
の
荒
廃
化
を
防
ぎ
、

多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た

め
市
内
13
カ
所
の
集
落
で
棚

田
保
全
事
業
、
集
落
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

①
園
芸
新
産
地
育
成
対
策
事
業

②
６
，
０
０
０
万
円

③
農
林
水
産
課　

農
業
係

④
農
家
の
農
業
機
械
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
経
営
面
積
の

拡
大
と
農
業
経
費
の
削
減
を

図
り
ま
す
。

①
単
県
治
山
事
業

②
６
９
８
万
円
（
県
費
２
０
７
万

円
）

③
農
林
水
産
課　

林
務
係

④
人
家
の
裏
山
の
崩
壊
防
止
や
自

然
災
害
等
に
よ
り
崩
壊
し
た

山
地
を
復
旧
し
、
住
民
の
財

産
を
守
る
た
め
実
施
し
ま
す
。

①
新
受
給
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

②
70
万
円

③
農
林
水
産
課　

農
業
係

④
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
農
業

者
・
農
業
団
体
が
主
役
と
な

る
新
た
な
需
給
調
整
事
業
で

す
。
正
確
な
需
給
情
報
の
提

供
お
よ
び
売
れ
る
米
作
り
を

推
進
し
ま
す
。

①
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正

化
事
業

②
４
，
７
５
２
万
円

③
農
林
水
産
課　

耕
地
係

④
姫
戸
地
区
日
守
た
め
池
の
機
能

充
実
、
広
崎
、
合
津
、
今
津

排
水
機
場
の
機
能
管
理
を
行

う
事
業
で
す
。

①
林
業
振
興
事
業

②
１
億
７
，
９
９
９
万
円
（
県
費

１
億
７
，
６
０
０
万
円
）

③
農
林
水
産
課　

林
務
係

④
森
林
の
持
つ
公
益
機
能
を
充
分

発
揮
さ
せ
る
た
め
、
造
林
お

よ
び
地
域
活
動
支
援
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

①
農
業
委
員
会
事
務
事
業

②
７
６
８
万
円
（
県
費
１
９
１
万

円
）

③
農
業
委
員
会

④
委
員
手
当
お
よ
び
会
議
・
研
修

に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

①
農
地
調
査
、
農
地
基
本
台
帳
整

備
事
務
事
業

②
10
万
円
（
県
費
５
万
円
）

③
農
業
委
員
会

④
農
地
基
本
台
帳
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

①
農
地
調
整
事
務
処
理
事
業

②
７
万
円
（
県
費
４
万
円
）

③
農
業
委
員
会

④
農
地
紛
争
等
仲
介
に
関
す
る
業

務
を
行
い
ま
す
。

①
農
業
者
年
金
事
業

②
40
万
円
（
委
託
費
39
万
円
）

③
農
業
委
員
会

④
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
の
業
務

委
託
を
受
け
て
、
農
業
者
年

金
加
入
資
格
の
認
定
・
加
入

促
進
・
経
営
移
譲
年
金
・
老

齢
年
金
等
の
受
給
資
格
認
定

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
農
業
経
営
基
盤
強
化
措
置
特
別

事
業

②
３
万
円
（
県
費
２
万
円
）

③
農
業
委
員
会

④
国
有
地
等
の
管
理
お
よ
び
処
分

に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

①
農
地
流
動
化
利
用
権
設
定
対
策

事
業

生きがいある
働き場づくり

海
を
テ
ー
マ
と
し
て
の
産
業
の
振
興

� 広報 上天草



平成20年度  事業概要

②
１
０
０
万
円

③
農
業
委
員
会

④
農
地
の
集
積
を
通
じ
て
農
用

地
の
有
効
利
用
と
農
地
保
有

の
合
理
化
を
促
進
す
る
た
め
、

農
地
流
動
化
に
係
る
賃
借
権

の
利
用
権
設
定
を
さ
れ
た
認

定
農
業
者
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

①
認
定
農
業
者
利
用
調
整
推
進
事

業
②
29
万
円
（
県
費
全
額
）

③
農
業
委
員
会

④
農
業
委
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
を

実
施
し
掘
り
起
こ
し
活
動
に

よ
り
、
認
定
農
業
者
に
対
し

て
利
用
権
設
定
の
利
活
用
を

推
進
し
農
業
経
営
の
安
定
を

図
り
ま
す
。

①
農
地
保
有
合
理
化
事
業

②
３
万
円
（
委
託
費
２
万
円
）

③
農
業
委
員
会

④
農
業
公
社
か
ら
の
業
務
委
託
を

受
け
て
、
農
用
地
の
売
買
等

に
関
す
る
業
務
及
び
農
業
公

社
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る

業
務
を
行
い
ま
す
。

①
漁
港
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事

業
②
３
億
２
０
０
万
円

　
（
県
費
１
億
９
，
８
４
０
万
円
）

③
農
林
水
産
課　

水
産
係

④
市
内
18
の
漁
港
（
う
ち
市
管
理

15
港
）
に
お
い
て
、
漁
業
者

の
方
が
安
全
で
効
率
的
に
利

用
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

▽
事
業
実
施
漁
港　

湯
島
、
野
釜

（
大
矢
野
）、
干
切
（
松
島
）、

大
道
（
龍
ヶ
岳
）

①
漁
港
海
岸
保
全
事
業

②
４
，
０
０
０
万
円

　
（
国
費
２
，
０
０
０
万
円
）

③
農
林
水
産
課　

水
産
係

④
台
風
や
冬
季
波
浪
お
よ
び
高
潮

な
ど
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の

人
命
、
財
産
な
ど
を
守
る
た

め
整
備
し
ま
す
。

▽
事
業
実
施
漁
港　

下
貫
（
龍
ヶ

岳
）

①
漁
礁
設
置
事
業

②
３
，
０
０
０
万
円
（
県
支
出
金

２
，
５
０
０
万
円
）

③
農
林
水
産
課　

水
産
係

④
沿
岸
域
の
資
源
の
回
復
を
図
る

た
め
、
魚
類
な
ど
の
水
産
資

源
の
生
息
環
境
と
な
る
魚
場

を
整
備
し
ま
す
。

▽
実
施
地
区　

牟
田
地
区
並
型
漁

礁
設
置
工
事
（
姫
戸
）

①
水
産
振
興
対
策
事
業

②
１
億
９
，
６
７
４
万
円

③
農
林
水
産
課　

水
産
係

④
水
産
資
源
の
維
持
の
た
め
に
稚

魚
の
放
流
事
業
な
ど
、
漁
業

協
同
組
合
な
ど
の
水
産
振
興

事
業
に
対
し
て
、
そ
の
一
部

の
負
担
金
お
よ
び
補
助
で
す
。

①
企
業
誘
致
事
業

②
６
１
５
万
円

③
企
業
誘
致
課　

企
業
誘
致
係

④
本
市
の
経
済
振
興
に
寄
与
す
る

た
め
、
企
業
、
人
、
モ
ノ
な
ど
、

本
市
経
済
に
関
わ
る
も
の
の

誘
致
活
動
を
行
い
ま
す
。
併

せ
て
地
場
産
業
の
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

①
商
工
業
振
興
対
策
補
助
金
事
業

②
１
，
８
７
０
万
円

③
商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

④
地
域
中
小
企
業
の
活
性
化
を

取
り
戻
す
た
め
の
支
援
や
不

況
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
、

各
種
事
業
を
展
開
す
る
本
市

商
工
会
へ
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

①
中
小
企
業
短
期
融
資
貸
付
事
業

②
２
，
５
０
０
万
円

③
商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

④
市
内
の
中
小
企
業
者
が
融
資
を

受
け
や
す
く
す
る
た
め
、
市

か
ら
融
資
資
金
を
預
託
し
、

金
融
機
関
は
同
額
の
自
己
資

金
を
加
え
て
市
内
の
中
小
企

業
者
に
融
資
し
ま
す
。

①
中
小
企
業
利
子
補
給
事
業

②
60
万
円

③
商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

④
市
内
の
中
小
企
業
者
が
事
業
拡

大
を
図
る
た
め
の
設
備
投
資

や
新
規
事
業
者
の
設
備
投
資

に
対
し
利
子
補
給
を
行
い
ま

す
。
年
最
高
限
度
額
20
万
円

を
３
年
間
利
子
補
給
し
ま
す
。

①
上
天
草
市
地
域
振
興
協
議
会
事

業

②
87
万
円

③
企
画
政
策
課　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

係
④
行
政
と
民
間
が
、
九
州
新
幹

線
の
全
線
開
通
を
契
機
と
し

て
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
、

現
在
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
協
議
し
て
い
ま
す
。

①
移
住
促
進
事
業

②
30
万
円

③
企
画
政
策
課　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

係
④
上
天
草
市
へ
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ

タ
ー
ン
さ
れ
た
方
々
が
会
を

発
足
し
、
会
の
活
動
を
も
と

に
移
住
・
定
住
さ
れ
る
人
の

増
加
を
目
的
と
す
る
事
業
で

す
。

①
美
し
い
上
天
草
市
づ
く
り
推
進

事
業

②
１
，
２
０
２
万
円

③
商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係

④
本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
に

対
し
、
公
園
や
道
路
沿
線
に

花
作
り
を
行
い
、
歓
迎
と
景

観
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

上
天
草
市
を
花
の
観
光
地
と

し
て
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
を
推

進
し
ま
す
。

①
キ
ャ
ン
プ
場
持
管
理
事
業

②
１
，
１
４
２
万
円

③
商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係

④
市
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
指
定
管

理
で
委
託
し
、
民
間
の
発
想

か
ら
最
大
限
の
有
効
利
用
を

図
り
、
多
く
の
観
光
客
か
ら

喜
ば
れ
る
観
光
施
設
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

①
観
光
宣
伝
公
告
事
業

②
２
５
０
万
円

③
商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係

④
本
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
新
聞
、
雑

誌
、
ラ
ジ
オ
等
の
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
た
宣
伝
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

①
上
天
草
市
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

事
業

②
１
９
４
万
円

③
商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係

④
上
天
草
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
増
刷
し
、
宣
伝
効
果
と

観
光
客
増
加
を
図
り
ま
す
。

①
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
事
業

②
１
，
１
１
２
万
円

③
商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係

④
「
天
草
五
橋
祭
」「
キ
ラ
ラ
祭
」

「
夏
夢
音
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
」「
菜

の
花
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」「
四
郎

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
仮
称
）」
を天草五橋祭での歌祭り

102008. ５月号



平成20年度  事業概要

①
地
籍
調
査
事
業
（
上
天
草
市
大

矢
野
町
維
和
地
区
の
一
部
）

②
４
，
０
９
９
万
円

　
（
県
費
３
，
０
７
４
万
円
）

③
地
籍
調
査
課　

地
籍
調
査
係

④
地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に

基
づ
く
「
国
土
調
査
」
の
一

つ
で
あ
り
一
筆
ご
と
の
土
地

の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
を

調
査
し
、
境
界
の
位
置
と
面

積
を
測
量
す
る
も
の
で
す
。

　
　
「
地
籍
」
と
は
、い
わ
ば
「
土

地
に
関
す
る
戸
籍
」
の
こ
と

で
す
。

　
　

地
籍
調
査
が
行
わ
れ
る
と
、

そ
の
成
果
は
登
記
所
に
送
ら

れ
、
登
記
所
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
登
記
簿
、
地
図
が

更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
更
新
さ
れ
た
登
記
簿
、

地
図
は
、
そ
の
後
の
土
地
取

引
の
円
滑
化
や
行
政
の
効
率

化
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
道
路
改
良
事
業

②
１
億
５
，
７
８
３
万
円
（
国
費

４
，
９
５
０
万
円
）

③
建
設
課　

道
路
係

④
道
路
改
良
計
画
に
基
づ
き
、
市

道
永
浦
樋
合
線
他
16
路
線
の

道
路
拡
幅
工
事
を
行
い
、
市

民
の
安
全
を
確
保
し
、
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

①
道
路
維
持
事
業

②
３
，
６
０
０
万
円

③
建
設
課　

道
路
係

④
道
路
維
持
計
画
に
基
づ
き
、
市

道
満
越
江
後
線
他
12
路
線
の

維
持
工
事
を
行
い
、
交
通
の

安
全
性
と
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

①
道
路
舗
装
事
業

②
３
，
５
０
０
万
円

③
建
設
課　

道
路
係

④
道
路
舗
装
計
画
に
基
づ
き
、
市

道
環
状
東
線
他
14
路
線
の
舗

装
工
事
を
行
い
、
交
通
の
安

全
性
と
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

①
バ
ス
再
編
対
策
事
業

②
１
４
８
万
円

③
企
画
政
策
課　

企
画
係

④
バ
ス
路
線
を
含
め
た
地
域
の
生

活
交
通
確
保
に
つ
い
て
、「
上

天
草
市
生
活
交
通
対
策
推
進

プ
ラ
ン
」
を
た
た
き
台
に
、

地
域
公
共
交
通
会
議
の
各
種

委
員
に
よ
り
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

①
港
湾
建
設
事
業

②
１
億
４
，
２
０
０
万
円
（
国
費

５
，
２
０
０
万
円
）

③
建
設
課　

港
湾
・
河
川
係

④
港
湾
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
樋

島
港
改
修
工
事
他
２
件
の
工

事
を
行
い
、
船
舶
の
安
全
な

係
留
を
図
り
ま
す
。

①
港
湾
海
岸
建
設
事
業

②
８
０
０
万
円

③
建
設
課　

港
湾
・
河
川
係

④
港
湾
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
阿

村
港
海
岸
保
全
工
事
他
５
件

の
工
事
を
行
い
、
地
域
住
民

の
安
全
を
図
り
ま
す
。

①
国
道
２
６
６
号（
大
矢
野
地
区
）

配
水
管
新
設
事
業

②
２
８
０
万
円

③
水
道
局　

工
務
係

④
新
し
い
岩
谷
ト
ン
ネ
ル
の
建
設

に
併
せ
て
、
岩
谷
地
区
へ
今

後
安
定
的
に
配
水
が
で
き
る

よ
う
バ
イ
パ
ス
管
を
布
設
し

ま
す
。

①
大
矢
野
中
央
配
水
池
配
水
管
布

設
替
事
業

②
６
０
０
万
円

③
水
道
局　

工
務
係

④
配
水
管
が
老
朽
化
し
漏
水
の
お

そ
れ
が
あ
る
た
め
、
新
し
い

管
に
布
設
替
し
ま
す
。

開
催
し
観
光
客
の
誘
致
を
推

進
し
ま
す
。

①
イ
ベ
ン
ト
等
補
助
金
事
業

②
25
万
円

③
商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係

④
民
間
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
独
自
の
企
画
で

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
観

光
客
の
誘
致
や
交
流
を
行
う

事
業
に
対
し
最
高
５
万
円
の

助
成
を
し
ま
す
。

①
観
光
施
設
等
維
持
管
理
事
業

②
４
，
９
３
２
万
円

　
（
県
費
１
８
８
万
円
、
そ
の
他

２
９
５
万
円
）

③
商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係

④
市
内
の
温
泉
施
設
や
公
園
、
海

水
浴
場
、
公
衆
用
ト
イ
レ
の

維
持
管
理
を
行
い
、
多
く
の

観
光
客
か
ら
喜
ば
れ
る
観
光

施
設
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

①
認
定
農
業
者
支
援
事
業

②
５
１
５
万
円
（
県
費
１
４
５
万

円
）

③
農
林
水
産
課　

農
業
係

④
市
の
農
業
経
営
・
生
産
に
関
す

る
目
標
お
よ
び
活
動
計
画
の

策
定
、
農
業
に
関
す
る
相
談

や
情
報
提
供
お
よ
び
認
定
農

業
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
農
業
生
産
総
合
振
興
事
業

②
23
万
円

③
農
林
水
産
課　

農
業
係

④
農
山
漁
村
の
女
性
活
動
支
援
を

推
進
し
ま
す
。

責任ある
環境・基盤づくり

牟田漁港

都
市
基
盤
の
整
備
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平成20年度  事業概要

①
天
草
広
域
連
合
消
防
費
負
担
事

業
②
４
億
８
，
５
３
０
万
円

③
総
務
課　

防
災
消
防
係

④
大
矢
野
、
松
島
、
東
天
草
の
３

分
署
と
、
市
消
防
団
な
ら
び

に
消
防
防
災
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
消
火
活

動
や
救
急
活
動
を
行
い
ま
す
。

①
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
改
善
事
業

②
８
８
４
万
円

③
建
設
課　

都
市
計
画
係

④
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

計
画
に
基
づ
く
既
設
市
営
住

宅
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま

す
。

①
ご
み
処
理
事
務
事
業

②
８
，
６
３
４
万
円

③
環
境
衛
生
課　

衛
生
係

④
ご
み
袋
・
分
別
収
集
の
道
具
の

購
入
、
ご
み
収
集
運
搬
の
委

託
料
、
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
等

設
置
補
助
金
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
整
備
事
業
補
助

な
ど
を
行
い
ま
す
。

①
天
草
広
域
連
合
清
掃
費
負
担
金

事
業

②
４
億
４
，
０
５
９
万
円

③
環
境
衛
生
課　

衛
生
係

④
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
な
ど
を
処
分
す
る
た
め

に
要
す
る
費
用
を
広
域
連
合

に
負
担
し
ま
す
。

①
斎
場
総
務
管
理
事
業

②
１
，
０
７
７
万
円

③
環
境
衛
生
課　

衛
生
係

④
斎
場
の
火
葬
炉
の
修
理
ほ
か
、

維
持
管
理
を
し
ま
す
。

①
Ｅ
Ｍ
生
活
環
境
改
善
事
業

②
88
万
円

③
環
境
衛
生
課　

環
境
係

④
有
用
微
生
物
群
（
Ｅ
Ｍ
）
を

使
い
家
庭
内
環
境
を
改
善
し
、

川
や
側
溝
を
き
れ
い
に
し
環

境
浄
化
を
行
い
ま
す
。

①
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業

①
松
島
倉
江
配
水
池
造
成
及
び
管

理
道
路
改
良
事
業

②
２
，
０
０
０
万
円

③
水
道
局　

工
務
係

④
倉
江
配
水
池
の
老
朽
化
に
伴

い
、
新
し
い
配
水
池
建
設
の

た
め
の
用
地
造
成
お
よ
び
管

理
道
路
の
改
良
を
行
い
ま
す
。

①
湯
島
地
区
導
・
配
水
管
布
設
替

事
業

②
３
，
８
０
０
万
円

③
水
道
局　

工
務
係

④
湯
島
地
区
の
導
水
管
・
配
水
管

が
老
朽
化
し
漏
水
が
多
い
た

め
、
今
年
度
か
ら
３
カ
年
で

新
し
い
管
に
布
設
替
し
ま
す
。

①
湯
島
地
区
膜
ろ
過
装
置
設
置
事

業
②
５
，
１
５
０
万
円

③
水
道
局　

工
務
係

④
湯
島
地
区
の
ろ
過
施
設
（
浄

水
場
）
が
老
朽
化
し
た
た
め
、

安
全
な
飲
料
水
を
供
給
す
る

た
め
に
新
た
な
ろ
過
施
設
（
膜

ろ
過
装
置
）
を
今
年
度
に
お

い
て
設
置
し
ま
す
。

①
小
型
合
併
浄
化
槽
設
置
助
成
事

業
②
３
，
７
３
０
万
円

　
（
国
費
１
，
２
４
３
万
円
、
県

費
１
，
２
４
３
万
円
）

③
環
境
衛
生
課　

衛
生
係

④
小
型
合
併
浄
化
槽
の
設
置
促
進

を
図
り
、
生
活
排
水
に
よ
る

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
た
め
、
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

①
保
健
衛
生
施
設
整
備
事
業

②
２
２
０
万
円

③
環
境
衛
生
課　

衛
生
係

④
生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁

を
防
止
し
、
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
排
水
溝
を
整
備

し
ま
す
。

①
し
尿
処
理
事
務
事
業

②
１
，
０
１
５
万
円

③
環
境
衛
生
課　

衛
生
係

④
主
に
湯
島
の
し
尿
収
集
運
搬
及

び
処
理
な
ど
の
費
用
で
す
。

①
公
共
下
水
道
整
備
事
業

②
１
億
１
，
４
４
２
万
円
（
国
費

４
，
０
０
０
万
円
）

③
下
水
道
課　

工
務
係

④
住
環
境
の
向
上
と
水
環
境
の
改

善
を
図
る
た
め
、
阿
村
地
区

に
お
い
て
下
水
道
管
渠
布
設

工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

①
公
共
下
水
道
維
持
管
理
事
業

②
７
，
３
０
４
万
円

③
下
水
道
課　

施
設
管
理
・
庶
務

係
④
合
津
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理

を
は
じ
め
、
既
存
管
路
の
管

理
点
検
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

公
共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
た

生
活
排
水
の
処
理
を
行
い
ま

す
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
管

理
事
業

②
８
３
８
万
円

②
１
，
０
２
４
万
円

　
（
県
費
７
４
７
万
円
）

③
農
林
水
産
課　

林
務
係

④
本
市
の
市
木
で
あ
る
松
の
保
全

お
よ
び
、
景
観
保
全
を
図
る

た
め
地
上
散
布
、
伐
倒
駆
除
、

樹
幹
注
入
を
実
施
し
ま
す
。

③
環
境
衛
生
課　

衛
生
係

④
龍
ヶ
岳
町
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
を
維
持
管
理

し
ま
す
。

①
上
天
草
衛
生
施
設
一
部
事
務
組

合
負
担
金
事
業

②
１
億
４
，
２
５
４
万
円

③
環
境
衛
生
課　

衛
生
係

④
組
合
負
担
金
に
て
、
市
内
（
湯

島
を
除
く
）
か
ら
排
出
さ
れ

る
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

①
九
州
自
然
歩
道
清
掃
管
理
事
業

②
１
２
４
万
円
（
県
費
64
万
円
）

③
商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係

④
観
海
ア
ル
プ
ス
コ
ー
ス
な
ど
の

九
州
自
然
歩
道
の
清
掃
管
理

を
県
か
ら
委
託
さ
れ
、
ハ
イ

キ
ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
の
利
用
促
進
と
観
光
客
の

増
加
を
推
進
し
ま
す
。

観海アルプスコースの一つ白嶽山頂

身
近
な
単
位
で
の
生
活
環
境
の
整
備

海
の
環
境
と
自
然
環
境
の
保
全

122008. ５月号



平成20年度  事業概要

①
13
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

②
７
，
２
０
０
万
円

③
企
画
政
策
課　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

係
④
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
が
自
分

た
ち
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、

活
性
化
を
促
進
す
る
事
業
で

す
。
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を

組
織
し
、
事
業
計
画
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
５
地

区
で
事
業
実
施
中
で
す
。

①
「
広
報
上
天
草
」
発
行
事
業

②
５
１
８
万
円

③
総
務
課　

広
報
広
聴
係

④
市
民
の
皆
さ
ん
に
行
政
の
情
報

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
ま
す
。

①
徴
収
事
務
事
業

②
６
９
９
万
円

③
納
税
課　

収
納
係

④
税
収
確
保
や
公
平
性
の
観
点
か

ら
差
押
・
捜
索
・
公
売
会
を

行
い
ま
す
。

①
住
宅
土
地
統
計
調
査
事
務
事
業

②
３
３
５
万
円

③
企
画
政
策
課　

統
計
係

④
５
年
ご
と
に
、
住
宅
お
よ
び
住

宅
以
外
で
人
が
居
住
す
る
建

物
に
関
す
る
実
態
並
び
に
現

住
居
以
外
の
住
宅
お
よ
び
土

地
の
保
有
状
況
そ
の
他
の
住

宅
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
に

関
す
る
実
態
を
抽
出
し
て
調

査
し
ま
す
。

①
漁
業
セ
ン
サ
ス
事
務
事
業

②
３
６
６
万
円

③
企
画
政
策
課　

統
計
係

④
５
年
ご
と
に
、
漁
業
の
生
産
構

造
、
就
業
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
漁
村
、
流
通
・

加
工
業
等
の
漁
業
を
と
り
ま

く
実
態
を
総
合
的
に
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
に
調
査
し
ま

す
。

①
市
議
会
事
務

②
１
億
９
，
０
３
４
万
円

③
議
会
事
務
局

④
市
議
会
は
、
市
長
部
局
（
執
行

機
関
）
と
は
独
立
し
て
お
り
、

市
長
と
対
等
の
立
場
に
あ
る

機
関
で
す
。
現
在
、
選
挙
で

選
ば
れ
た
26
人
の
議
員
で
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
21
年
４
月
の
選
挙
よ
り
22

人
に
削
減
さ
れ
ま
す
。
市
長

か
ら
提
案
さ
れ
る
予
算
、
条

例
等
の
議
案
を
本
会
議
や
委

員
会
で
の
質
疑
、
質
問
、
討

論
等
を
と
お
し
て
市
の
政
策

形
成
過
程
に
参
加
し
、
議
決

と
い
う
最
終
的
な
政
策
の
決

定
を
行
う
機
関
で
す
。

　
　

ま
た
、
執
行
機
関
が
行
う
行

財
政
の
運
営
や
事
務
事
業
が

す
べ
て
適
法
・
適
正
に
、
し

か
も
公
平
・
効
率
、
民
主
的

に
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
住
民
全
体
の
立
場
に
立
っ

て
審
議
し
、
監
視
す
る
こ
と

も
議
会
の
役
割
で
す
。

　
　

な
お
、
平
成
20
年
度
よ
り
議

員
報
酬
の
期
末
手
当
10
％
を

カ
ッ
ト
す
る
特
例
条
例
を
議

員
発
議
に
て
上
程
し
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

①
会
計
管
理
事
務
事
業

②
３
３
９
万
円

③
会
計
課　

会
計
係

④
一
般
会
計
等
予
算
に
盛
ら
れ
た

各
種
事
業
の
執
行
に
伴
う
支

払
い
、
お
よ
び
国
県
か
ら
の

各
種
補
助
金
、
市
民
税
他
各

種
使
用
料
な
ど
の
受
入
れ
に

誤
り
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
適
正
な
出
納
を
心
掛

け
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

ま
た
、
公
金
の
保
管
に
つ
い

て
は
、
最
も
確
実
且
つ
有
利

な
方
法
に
よ
り
保
管
し
て
い

ま
す
。

財
政
課
は
、
市
の
金
庫
番
で

す
の
で
、
市
民
皆
さ
ま
と
直
接

交
わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、予
算
編
成
（
調
整
）

と
い
う
業
務
を
通
じ
て
、
皆
さ

ま
の
生
活
と
深
い
関
係
が
あ
る

部
署
と
い
え
ま
す
。

現
在
、
地
方
財
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
国
の
政
策
等
に
よ

り
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
財
政
運
営
に
お
い
て
も
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
い
か
に

効
率
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い

く
か
の
「
選
択
と
集
中
」
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
財
政
再
建
の
た
め

の
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
住
民
説

明
会
を
実
施
し
、
皆
様
に
ご
理

解
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

将
来
ま
で
安
定
し
た
財
政
基
盤

を
確
立
す
る
た
め
に
は
財
政
再

建
の
指
針
で
あ
る
リ
バ
イ
バ
ル

プ
ラ
ン
の
達
成
は
不
可
避
で
あ

り
ま
す
の
で
、
現
在
、
本
課
を

中
心
に
全
庁
的
体
制
で
改
善
の

た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

従
来
の
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」

と
い
う
考
え
を
払
拭
し
、「
あ

れ
か
こ
れ
か
」
へ
と
方
向
転
換

し
、
市
民
皆
さ
ま
の
生
活
が
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
リ
バ

イ
バ
ル
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
「
予

算
の
質
」
を
高
め
る
努
力
も
行

い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
透
明

性
の
あ
る
財
政
運
営
を
さ
ら
に

向
上
す
る
た
め
に
広
報
紙
等
で

市
民
の
皆
さ
ま
に
可
能
な
限
り

財
政
事
情
を
公
表
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
も
維
持
し
、
行
政
・

市
民
協
働
の
市
政
運
営
を
心
掛

け
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

まちづくり委員会による植樹

行
財
政
の
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り

　

今
年
度
の
予
算
が
ど
ん
な

事
業
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か

を
、
主
な
事
業
だ
け
取
り
上

げ
て
み
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
多
く
の
事
業
が
各
分
野
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
予
算
を
有
効
に

活
用
し
て
、
魅
力
あ
る
市
に

な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
あ
い
、『
人
と
海

の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
』
づ
く
り

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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強
化

単位：千円

税　目 額・率 18 年度 19 年度 増減率

市民税
収納額 5,915 19,513 13,598 

収納率 7.0% 19.7% 12.7%

法人市民税
収納額 724 1,196 472 

収納率 8.9% 15.4% 6.5%

固定資産税
収納額 9,010 37,400 28,390 

収納率 3.3% 11.8% 8.5%

軽自動車税
収納額 430 698 268 

収納率 12.1% 15.4% 3.3%

国保税
収納額 23,171 65,069 41,898 

収納率 5.7% 13.6% 7.9%

合　計
収納額 39,250 123,876 84,626

収納率 5.0% 13.7% 8.7%

［表１］
平成18・19年度における過年度分の収納額・率の比較

　

市
で
は
、
平
成
19
年
４
月
よ
り

納
税
課
を
設
置
し
、
滞
納
対
策
を

強
化
し
、
収
納
率
の
向
上
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成

19
年
度
の
成
果
（
平
成
20
年
３
月

末
現
在
）
は
、
表
１
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

表
１
は
、
平
成
18
年
と
19
年
の

年
度
末
に
お
け
る
過
年
度
分
（
前

年
度
ま
で
）
の
収
納
額
と
収
納
率

の
比
較
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
納
税
課
を
設
置

し
た
こ
と
に
よ
り
、
設
置
前
の
措

置
と
は
、
違
う
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

税
の
原
則
で
あ
る
公
平
・
公
正

の
観
点
か
ら
、
市
で
は
、
差
し
押

さ
え
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
納
税

は
国
民
の
義
務
で
す
。
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
！

納税が遅れると・・・
●督促状が発送されます。
●督促状発送後 10 日経過した時点で差し

押さえが行われます。
●延滞金（年 14.6%）が加算され、どんど

ん支払が困難になります。
主な差押財産
●預貯金などの差押え…金融機関の口座

を差し押さえます。
●給与（給与所得者）の差押え…勤務先に調査を行い、給与を差し押さえます。
●売掛金（事業所得者）の差押え…取引先の調査を行い、売掛金を差し押さえ

ます。
●生命保険の差押え…強制解約を行い解約返戻金を差し押さえます。
●不動産の差押え…自宅や土地（宅地、畑等）を差し押さえ、公売します。
●自動車の差押え…タイヤロックを装着し、使用できなくします。
●動産の差押え…家宅捜索により、換価（売却）できそうな家電、家具などを

差し押さえます。
●その他、差押禁止財産以外は差押えの対象となります。

差
押
え
を

　
　
　
し
てい
ま
す
！

差
押
車
両
搬
出
風
景

滞納者宅での捜索

カギ穴に封印した所

タイヤロックによる差押

差押えた動産
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　４月 11日に市役所大矢野庁舎で本市担当職員の
併任辞令交付式が行われました。これは、４月１日
付けで県に設置された「地方税徴収特別対策室」の
職員への辞令となり、市町民税などの徴収率向上を
目指し、特別徴収に取り組みます。
　同交付式では、川端市長が辞令を交付した後、「当
市では昨年度から実施しており、職員の努力には感
謝している。市民の啓発にもつながるよう頑張って
ください」と激励しました。
　７人の県職員と９人の市町派県研修生（上天草市・
八代市・玉名市・菊池市・宇城市・植木町・菊陽町・
小国町・益城町）から構成される同対策室。同日、
他の市町でも交付式が行われ、今後各市町の職員と

して、原則週１回、差押え・公売などの徴収業務に
従事していきます。

　

熊
本
国
税
局
管
内
の
全
税
務
署

で
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

滞
納
整
理
強
化
月
間
を
実
施
し
ま

す
。

　

本
年
の
強
化
月
間
は
、
平
成
19

年
の
確
定
申
告
分
を
中
心
に
、
督

促
を
受
け
て
も
納
付
が
な
く
、
納

税
に
誠
意
の
認
め
ら
れ
な
い
滞
納

者
に
対
し
て
、
厳
正
な
滞
納
処
分

を
行
い
ま
す
。

　

取
引
先
を
調
査
し
て
売
掛
金
等

の
債
権
差
押
え
を
行
っ
た
り
、
家

屋
や
事
務
所
を
捜
索
し
、
動
産
や

不
動
産
を
差
押
え
、
公
売
す
る
等

の
処
分
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

も
し
納
税
が
お
済
み
で
な
け
れ

ば
、
お
早
め
に
！

▼
問
合
せ
先　

天
草
税
務
署

○
自
動
車
税
の
納
付
は
６
月
２
日

ま
で
に　
　
　

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５

月
初
め
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

納
期
限
の
６
月
２
日
（
月
）
ま
で

に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
の
店

舗
除
く
）、
熊
本
県
税
事
務
所
、

自
動
車
税
事
務
所
、
各
地
域
振
興

局
税
務
課
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
Ｍ

ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
に
よ
る
納
付
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税

の
税
額
が
増
減

　

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ

ス
や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負

荷
の
小
さ
い
自
動
車
（
新
車
）
は

自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
、
一
定
年

数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き

い
自
動
車
は
自
動
車
税
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
自
動
車
税
が
約

10
％
加
算
さ
れ
る
自
動
車

▼
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車　

平
成
９
年
３

月
31
日
以
前
の
新
車
新
規
登
録

▼
ガ
ソ
リ
ン
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車　

平
成

７
年
３
月
31
日
以
前
の
新
車
新

規
登
録

▼
問
合
せ
先　

県
天
草
地
域
振
興

局　

税
務
課

公
売
会
の
ご
案
内

　

平
成
20
年
度
第
１
回
の
公
売
会

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
21
日
（
水
）
午
前

８
時
30
分
開
場

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎　

書
庫
棟

２
階　

会
議
室

▼
出
品
予
定　

電
化
製
品
、
食
器

ほ
か
多
数
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

市
役
所　

納
税
課

市役所　税務課・納税課 ☎0964（56）1111
天草税務署 ☎0969（22）2510
県天草地域振興局　税務課 ☎0969（22）9056

問
合
せ
先

県と９市町が税務職員の相互派遣を実施
地方税徴収特別対策室職員への併任辞令交付

▲併任辞令交付書を手渡す川端市長（右）

滞
納
整
理
強
化
月
間
が

始
ま
り
ま
す
！

自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

市
納
税
課
よ
り
お
知
ら
せ
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※
審
議
の
経
過
内
容
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局
へ
、
提
案
さ
れ
た
条
例
・

予
算
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
各
担
当
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■陳情の審査結果

■
一
般
質
問

第
１
回
上
天
草
市
議
会
定
例
会 

審
議
結
果

平
成
20
年

【３月定例会の傍聴者数】
３月４日…４人、６日…３人、10日…12人、12日…23人、19日…５人　（計47人）

番　　号 件　　　　名 審査結果
陳情第 11 号 八代～天草航路存続に関する陳情書（平成 19 年９月からの継続） 採択

陳情第４号「道路整備財源の確保に関する意見書」議決の要請について 採択
陳情第５号 要望書（障害児保育に関する要望） 採択
陳情第７号 農業委員会の必置規制の堅持に関する要請 採択

陳情第９号
「道路特定財源の暫定率堅持及び関連法案の年度内成立を求める意見書・決議
の採択」等について

採択

議案番号 件　　　　名 提案者 議決結果
諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 市長 原案同意

同意第１号
上天草市職員懲戒審査委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて

市長 原案同意

発議第１号
上天草市議会議長等の期末手当の特例に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議会運営委員会 原案可決

発議第２号 道路整備財源の確保に関する意見書の提出について 建設常任委員会 原案可決
発議第３号 道路特定財源の確保に関する意見書の提出について 建設常任委員会 原案可決
発議第４号 上天草市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 議会運営委員会 原案可決
農業委員の推薦について ２名推薦
委員会の閉会中の継続審査申し出について 可　決

■議案の審査結果

【
島
田
光
久
議
員
】

▼
上
天
草
市
地
域
福
祉
計
画
の
現
状
と
課

題
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て

▼
企
業
誘
致
と
農
業
、
水
産
、
観
光
、
地
場

企
業
の
育
成
に
つ
い
て

▼
行
政
組
織
編
成
と
職
員
異
動
執
行
に
つ
い

て

【
北
垣　

潮
議
員
】

▼
年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

▼
不
法
投
棄
に
つ
い
て

▼
海
岸
の
漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て

▼
「
市
民
経
済
相
談
室
」
設
置
に
つ
い
て

▼
地
場
産
業
振
興
に
つ
い
て

【
窪
田
進
市
議
員
】

▼
遊
休
農
地
対
策
と
農
業
振
興
に
つ
い
て

▼
市
道
な
ど
の
改
良
工
事
に
つ
い
て

【
園
田
一
博
議
員
】

▼
Ｅ
Ｍ
沖
縄
研
修
報
告

▼
環
境
問
題
全
般
に
つ
い
て（
公
共
施
設
含
）

▼
農
業
・
漁
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

▼
組
織
再
編
に
つ
い
て

【
田
中
万
里
議
員
】

▼
19
年
度
所
信
表
明
の
取
組
と
成
果

▼
20
年
度
市
政
に
対
す
る
所
信
に
つ
い
て

▼
こ
れ
ま
で
議
会
で
行
っ
た
一
般
質
問
の
そ

の
後
の
当
局
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
観
光
振
興
に
つ
い
て

【
山
口
安
彦
議
員
】

▼
大
矢
野
地
区
バ
ス
運
行
と
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
つ
い
て

▼
施
策
方
針
よ
り
経
済
振
興
に
つ
い
て

【
髙
橋　

健
議
員
】

▼
農
水
産
業
従
事
者
及
び
後
継
者
育
成
に
つ

い
て

▼
特
定
検
診
に
つ
い
て

【
堀
江
隆
臣
議
員
】

▼
企
業
誘
致
の
取
組
み
に
つ
い
て

▼
入
札
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

【
田
中
豊
八
議
員
】

▼
樋
島
漁
業
組
合
損
失
補
償
問
題
に
つ
い
て

（
受
付
順
・
発
言
の
要
旨
の
み
掲
載
）

　

平
成
20
年
第
１
回
上
天
草
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
４

日
か
ら
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
条
例
22
議
案
、
予
算
23
議
案
、

そ
の
他
15
議
案
、
陳
情
５
件
、
そ
の
他
議
決
を
有
す
る
も

の
２
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
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■議案の審査結果

議案
番号 件　　　　名 議決

結果

１号 上天草市行政組織条例の一部を改正する条例の
制定について 修

２号 上天草市市長等の期末手当の特例に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 原

３号 上天草市職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 原

４号 上天草市職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 原

５号 上天草市一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 原

６号 上天草市技能労務職員の給与の種類及び基準を定
める条例等の一部を改正する条例の制定について 原

７号 上天草市職員の特殊勤務手当に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 原

８号 上天草市職員の自己啓発等休業に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 原

９号 上天草市手数料条例の一部を改正する条例の制
定について 原

10号 上天草市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定について 原

11号 上天草市国民健康保険条例の一部を改正する条
例の制定について 原

12号 上天草市後期高齢者医療に関する条例の制定に
ついて 原

13号 上天草市保育所条例の一部を改正する条例の制
定について 原

14号 上天草市介護保険条例の一部を改正する条例の
制定について 原

15号
上天草市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及
び上天草市浄化槽に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

原

16号

上天草市企業立地の促進等による地域における
産業集積の形成及び活性化に関する法律第 10
条第１項の規定に基づく準則を定める条例の制
定について

原

17号 上天草市農業振興地域整備促進協議会条例の一
部を改正する条例の制定について 原

18号 上天草市社会教育委員設置条例の一部を改正す
る条例の制定について 原

19号 上天草市公民館条例の一部を改正する条例の制
定について 原

20号 上天草市立図書館条例の一部を改正する条例の
制定について 原

21号 上天草市立上天草総合病院職員の特殊勤務手当の
支給に関する条例を廃止する条例の制定について 原

22号 上天草市病院事業管理者の給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 原

23号 平成19年度上天草市一般会計補正予算（第３号） 原

【提案者　市長】　原…原案可決　修…修正可決　否…否決

議案
番号 件　　　　名 議決

結果

24号 平成19年度上天草市国民健康保険特別会計（事
業勘定）補正予算（第３号） 原

25号 平成 19 年度上天草市老人保健医療特別会計補
正予算（第２号） 原

26号 平成 19 年度上天草市診療所特別会計補正予算
（第３号） 原

27号 平成19年度上天草市国民健康保険特別会計（直
営診療施設勘定）補正予算（第３号） 原

28号 平成 19 年度上天草市介護保険特別会計補正予
算（第３号） 原

29号 平成 19 年度上天草市天草四郎メモリアルホー
ル特別会計補正予算（第３号） 原

30号 平成 19 年度上天草市公共下水道事業特別会計
補正予算（第３号） 原

31号 平成 19 年度上天草市立上天草総合病院事業会
計補正予算（第２号） 原

32号 平成 20 年度上天草市一般会計予算 原

33号 平成20年度上天草市国民健康保険特別会計（事
業勘定）予算 原

34号 平成 20 年度上天草市老人医療特別会計予算 原
35号 平成 20 年度上天草市診療所特別会計予算 原

36号 平成 20 年度上天草市国民健康保険（直営診療
施設勘定）予算 原

37号 平成 20 年度上天草市介護保険特別会計予算 原
38号 平成 20 年度上天草市斎場特別会計予算 原

39号 平成 20 年度上天草市天草四郎メモリアルホー
ル特別会計予算 原

40号 平成 20 年度上天草市公共下水道事業特別会計予算 原
41号 平成 20 年度上天草市物揚場造成事業特別会計予算 原
42号 平成 20 年度上天草市地域開発事業特別会計予算 原
43号 平成 20 年度上天草市後期高齢者医療特別会計予算 原
44号 平成 20 年度上天草市水道事業会計予算 原

45号 平成 20 年度上天草市立上天草総合病院事業会
計予算 原

46号 天草広域連合の処理する事務の変更及び規約の
一部変更について 原

47号 あらたに生じた土地の確認について 原
48号 字の区域の変更について 原
49号 あらたに生じた土地の確認について 原
50号 字の区域の変更について 原

51号 湯島辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策
定について 原

52号 星平辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策
定について 原

53号 和解及び損害賠償の額の決定について 原
54号 市道路線の認定について 原

平成20年 第１回上天草市議会定例会 審議結果
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▲人形を使った飛び出し事故の様子

守ろう交通ルール！愛情と思いやりで
各地で春の交通安全運動を実施

手作りのグラウンドゴルフ場が完成
元気な老人会！ 地域を活性

▲愉快にグラウンドゴルフを楽しむ
　本郷老人会の皆さん

　九州産交バスの阿蘇くまもと空港・熊本交通センター
と天草市を結ぶ快速バス「あまくさ号」が宇城市三角町
の JR三角駅経由で運行を始めたことを記念する式典が
４月７日、同駅であり、関係者など約 100 人が参加し
ました。
　式では、「駅からバスへの連結で、市民生活の利便性
向上はもちろん、観光客の増加にも期待したい。民間業
者の取り組みであり、ありがたい」と川端市長があいさ
つ。その後、くす玉を割り、天草からの試乗者を乗せた
「あまくさ号」を迎えました。
　なお、同運行は３月 15日から９月 30日までの試験
運行となります。

▲九州産交バスと JR九州の結接を祝し、くす玉を割る
川端市長（左から３人目）

三角駅で記念式典が開催
交通アクセスの改善に期待

　４月５日、本郷（姫戸町二間戸）老人クラブ会員約
40人が訪れ、自分たちで整備してきたグラウンドゴル
フ場の完成を祝いました。
同場の広さは約 1,200 ㎡。８年前から荒れ地になって
いたのを同クラブが美観を保つため、定期的に草刈を実
施。今回、土地の所有者の許可を受け、３月から会員で
整備を進めてきました。
　「会員の熱意と協力のおかけで、地区の手で地区にあ
るものを活かすことができました」と話すのは同会長の
陣内保

やすもり

守さん（81）。「生きがい、健康づくりまた、親
睦の和にグラウンドゴルフはもってこい」とたいへんお
元気です。
　この日、完成を記念しての大会も開かれ、参加した最
高年齢の平岡淑子さん（86）は「近くにできたのでい
つでも参加できる」と嬉しそうに話していました。

　４月６日、から 10日間、春の全国交通安全運動が実
施され、上天草物産館「さんぱーる」での出発式を合図
に、各地で街頭キャンペーンや交通安全教室などが行わ
れました。
　その中でも 19日には、大矢野自動車学校の主催によ
り、ぴかぴかの１年生交通安全体験教室が同校であり、
児童約 35人が参加。トラックの内輪差による巻き込み
事故や、人形を使った飛び出し事故などの再現を目の前
で体験し、交通事故の恐ろしさを感じていました。
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▲家内・海上安全を祈り、神輿をくぐる皆さん

阿村金刀比羅宮大祭が開催
家内・海上安全を祈願

　４月１日、阿村地区で家内安全などを願う阿村金刀比
羅（ことひら）宮大祭があり、船の形をした神輿が地区
内を巡回しました。主催した住民でつくる同宮奉賛会（田
崎久光会長）によると、以前は同地区に船主や船員が多
いことから、海上安全を願って旧暦の３月 30日に開か
れていたのが、現在は小学生が参加しやすいように毎年
４月１日に実施しているそうです。
　法被姿の小学生約 30人の「わっしょい、わっしょい」
との掛け声で神輿が回ってくると、待っていた住民の皆
さんは、手を合わせて神輿の下をくぐり、家内安全など
を祈っていました。

４月８日、松島商業高校の体育館で第 35回入学式が
あり 65人が入学しました。式では、「資格取得率が高
いなどすばらしい伝統がある松島商業高校へのご入学お
めでとうございます。目標を定めてスポーツや勉強に励
んでください」とお祝いの言葉を述べる川端市長。新入
生代表の上田有利彩さんは「松島商業高校の生徒として
誇りと自覚を持ち、勉強に運動に精一杯努力し、充実し
た高校生活を送ります」と力強く宣誓しました。
また、同日に大矢野高校でも入学式が行われ 89人が

入学。市内の高校に進学した生徒は、154人となります。 ▲川端市長（右上）のお祝いの言葉を熱心に聞く新入生

松島商業・大矢野高校の入学式
目標定めて充実した高校生活を！

市内各小中学校で入学式
575人が真新しい制服に身を包み

４月９日、市内各小中学校の入学式が各学校の体育館
で行われました。今年度の市内小中学校への入学者数は、
小学生 253人。中学生 322人です。
登立小学校では、児童たち一人ひとりが名前を呼ばれ

ると元気良く返事。「しっかりと勉強を頑張ってくださ
い」との川端市長のお祝いの言葉にも「はいっ！」と大
きな声で答えていました。
２年生から「分からないことがあったら何でも聞いて

ください」とのお迎えの言葉もあり、「楽しいね」の歌
で新入生を歓迎していました。
その後、「しっかり勉強してください」と高倉利孝校

長が新しい教科書を手渡すと、１年生代表の浜口笑
え

みか
ちゃんが「ありがとうございます」と大事に受け取って
いました。

▲高倉校長から新しい教科書を代表で受け取る
　笑みかちゃん（右）
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▲卒園するみんなと一緒に

▲大矢野保育園の閉所を惜しんでのもち投げ

大矢野保育園が閉所
50 年の歴史に幕

小学校でもがんばるよ！
幼年消防クラブ退部式

▲劇に向け連日熱心に練習してきた子どもたち

特訓の“影”が幸を生む
観乗寺土曜会による影絵劇

吉川キワさん
（松島町今泉）

明治41年４月３生

川端市長から賞状などが手渡されました。
100歳表彰おめでとうございます

　３月 29日、大矢野保育園の閉所式が同園であり、元
職員や卒園生ら約 80人が訪れ、別れを惜しみました。
　同園は、1958（昭和 33）年４月に開設し、50年間
に多くの卒園児を送り出してきました。近年、少子化の
影響もあり、集団保育が困難なことから閉所となりまし
たが、園児数が最大 99人（89 年）という時代もあり
ました。
　式では、川端市長らが「閉所せざるをえないのは残念。
これまで保育にかかわったすべての人、支えてくれた地
域の人に感謝します」とあいさつ。28日に卒園式を終
えた 13人の園児による劇「桃太郎」の披露や保護者が
用意した約 300個の紅白のもち投げなどもありました。

　３月29日、毎年恒例、今年で12回目となる観乗寺（龍ヶ
岳町樋島）土曜会の「卒業記念影絵劇」が同寺であり、地域
住民ら約100人が子どもたちの熱演を楽しみました。
　今年の演目は「３つの宝」。兄の命を助けるために妹
が魔物の誘惑に負けず宝を手にする感動作です。毎年、
脚本や演出を手掛けている藤田英道住職は、「地域の人
たちに喜んでもらえるのが楽しみ」と話していました。　３月 27日、愛光園（松島町阿村）で卒園式に合わせ

て幼年消防クラブの退部式があり、「がんばり賞」の表
彰を年長の園児 14人が受けました。これは、防災パレ
ードに参加するなど、１年間幼年消防クラブ員として火
災予防に努めてきたことに対して天草広域連合消防本部
から贈られたものです。
　田崎要助園長から表彰状を手渡されると、園児たちは
「これからも気をつけます」と元気よく答えていました。
また、1988（昭和 63）年から園児への火災予防の指
導を続けている同園には、日本防火協会から自治制度
60周年を記念した全国表彰が贈られました。
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▲北川さん（左）の話を熱心に聞く参加者

市職員組合による市誕生５周年記念講演会
はばたけ！一羽でも多くの蝶よ

市男女共同参画社会推進審議会が答申
男女が平等な社会を目指して

▲川端市長に答申する山下会長（左）

▲川端市長に寄附金を手渡す和田さん（左）

大矢野中昭和62年度卒同窓会が寄付
子どもたちの教育に役立てて

冬場の観光名所に
KAプロジェクトの地域おこし

　３月２日、松島総合センター「アロマ」で「国づくり
と地域づくりと上天草の未来」と題された講演会があり、
市民など約 400 人が訪れました。これは、市職員組合
が市誕生５周年を記念して開いたもので、前三重県知事
の北川正恭さん（63）を講師として招きました。
　「時代は変わった。補助金に頼らず、皆で知恵を出し
てまちづくりに挑むところは生き残る」と知事としての
自身の経験も交えながら熱く語る北川さん。「一羽の蝶
がはばたき、ハリケーンが生じる。上天草市の蝶もぜひ
はばたいて（１人でも多くの人が立ち上がり）、大きな

波を興してください」と激励すると、真剣な眼差しの参
加者たちは、うなずきながら拍手していました。

　３月初めから４月中旬まで、天草四郎公園にカラフル
なイルミネーションが設置されました。これは、NPO
法人「KAプロジェクト」が地域の元気づくりと合わせ、
冬場の観光名所にしようと取り組まれたもので、今年で
４回目。発行ダイオードや小型電球約 15,000 個を使用
し、クジャクや竜、イルカなどをかたどりました。
　市民や観光客など訪れた人たちがイルミネーションを
見て、楽しみ喜んでいました。

　３月 25日、市長室で市男女共同参画社会推進審議会
の山下美佐子会長より川端市長に答申がありました。こ
れは、平成 18年６月 1日に市長の委嘱を受け発足した
同審議会が、男女平等参画推進計画について調査審議す
るようにとの諮問を受け、答えたものです。これまで、
合計９回の審議を重ね検討してきました。
　答申の内容について詳しくは、ホームページに掲載し
てありますのでご覧ください。

　昭和 62年度の大矢野中卒業生による同窓会が今年あ
り、余った同窓会費 42,000 円をふるさと応援基金に
寄付したいとのことで、３月 27日、市長室で同会代表
の和田親幸さん（35・大矢野町上）から川端市長へ寄
付金が手渡されました。
　和田さんは、「卒業して 20年経ち、私たちの子ども
たちが中学生になる時代。教育分野に役立ててもらえれ
ば」と話していました。

▲竜などをかたどった迫力あるイルミネーション
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皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
も
次
の
と
お
り
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
行
政
に
関

す
る
苦
情
、
要
望
お
よ
び
意
見
等

　

平
成
19
年
度
の
実
施
状
況
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

▼
実
施
機
関
名
…
開
示
請
求
件
数

（
○
…
全
部
開
示
件
数
、
△
…
部

分
開
示
件
数
、
□
…
不
存
在
）

上
天
草
市
に
お
け
る
情
報
公

開
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

☎
総
務
課

▽
個
人
情
報
開
示
等
請
求
…
な
し

▽
情
報
公
開
請
求
お
よ
び
個
人
情

報
の
開
示
等
請
求
に
対
す
る
決

定
へ
の
不
服
申
立
て
…
な
し

▽
情
報
公
開
請
求
な
ど
の
件
数
お

よ
び
処
理
状
況
…
計
８
件
（
○

…
５
件
△
…
３
件
□
…
０
件
）

▼
総
務
部
○
…
１
件
▼
企
画
観
光

部
△
…
１
件
▼
市
民
環
境
部
０
件

▼
健
康
福
祉
部
０
件
▼
農
林
水
産

部
○
…
２
件
▼
建
設
部
０
件
▼
会

計
課
○
…
１
件
▼
水
道
局
２
件

（
○
…
１
件
△
…
１
件
）
▼
上
天

草
総
合
病
院
０
件
▼
議
会
△
…
１

件
▼
教
育
委
員
会
０
件
▼
選
挙
管

理
委
員
会
０
件
▼
監
査
委
員
０
件

▼
農
業
委
員
会
０
件
▼
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
０
件

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
地
区
の
行

政
相
談
委
員
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。　

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

▼
開
催
地
区
①
開
設
日
②
時
間
③

場
所
④
相
談
委
員
名
の
順
。

▽
大
矢
野
地
区
①
６
月
５
日（
木
）

②
午
前
10
時
～
午
後
３
時
③

大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

④
羽
室
ア
ツ
ミ
さ
ん

▽
松
島
地
区
１
①
５
月
20
日（
火
）

②
午
前
10
時
～
午
後
３
時
③

松
島
保
健
セ
ン
タ
ー
④
本
多

律
子
さ
ん

▽
松
島
地
区
２
①
６
月
５
日（
木
）

②
午
後
１
時
～
午
後
４
時
③

社
会
福
祉
協
議
会
松
島
本
所

④
本
多
律
子
さ
ん

▽
姫
戸
地
区
①
５
月
21
日
（
水
）

②
午
前
10
時
～
午
後
１
時
③

姫
戸
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
④

山
口
洋
一
さ
ん

▽
龍
ヶ
岳
地
区
①
５
月
20
日（
火
）

②
午
前
10
時
～
午
後
３
時
③

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
④
藤
枝
義

信
さ
ん

第
50
回
水
道
週
間
に
つ
い
て

　

６
月
１
日（
日
）か
ら
７
日（
土
）

ま
で
『
た
だ
い
ま
ア
ー　

蛇
口
ひ

ね
っ
て　

水
ゴ
ク
リ
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
す
る
水
道
週
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
第
50
回
水
道
週
間
」

協
賛
企
画
懸
賞
募
集

《
懸
賞
募
集
実
施
要
領
》

　

国
民
生
活
を
支
え
、
発
展
さ
せ

て
い
る
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
親
し
み
を
増
し
、
水
道
の
健

全
な
発
展
を
図
り
、
国
民
皆
水
道

へ
役
立
つ
よ
う
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
限
り
あ
る
水
資
源
（
水
道
）

の
有
効
利
用
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

▼
資
格　

小
学
生
・
中
学
生

▼
募
集
内
容　

作
文
・
図
画
・
習

字
（
小
学
生
の
み
）・
標
語

▼
募
集
期
間

　

平
成
20
年
６
月
１
日

～
平
成
20
年
７
月
10
日

▼
送
り
先　

〒
１
０
２-

０
０
７
４

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南

４-

８-

９
水
道
会
館
内

日
本
水
道
新
聞
社　

水
道
週
間
懸

賞
募
集
係

　

詳
細
は
水
道
局
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　

上
天
草
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
安
全
な
水
を
安
定
供
給
で
き

る
よ
う
各
施
設
の
整
備
・
定
期
点

検
・
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
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上天草市在住のＩ・Ｕターン者６家族９名による「上
天草市セカンドライフ支援ネットワーク」（愛称：外の
風）が４月１日に発足しました。主に会員の親睦互助、
人口の減少に伴う過疎化の防止、都市から上天草市へ移
住を考えておられる方々の支援を目的とし活動していき
ます。会員皆それぞれ理由、経緯は違いますが縁あって
第２の人生を上天草市で過ごそうと移住してきました。

会員は随時募集しております。これを見られて興味を
持たれたＩ・Ｕターン者の皆さま、若年の方でＵ・Ｊタ
ーンをして帰郷されている皆さま、一緒にこの「人と海
のふれあうまち」に香り立つほどに “外の風” を吹かせ
ましょう！
■問合せ先
　□上天草市セカンドライフ支援ネットワーク

　（愛称：外の風）会長　河本　範孝
　☎ 0964（56）5078

　□上天草市セカンドライフ支援ネットワーク事務局
　（企画政策課内）

戸籍証明書の取得や届出のとき
■窓口では
　窓口に来られた方について、運転免許証、写真付き住

民基本台帳カードなどの写真付きの本人確認書類の掲
示により、確認を行います。

　代理人や使いの方については、さらに、委任状などの
書面により代理権限の確認も行います。

■郵送では
　本人確認書類の写しを同封し、返送先は現住所とする

ことが必要となります。

さらに届出のときは
■「通知」を実施！　
　窓口に来られた方が、縁組等のご本人であると確認で

きなかった場合には、縁組等の届出が受理されたこと
をご本人に通知します。

■「不受理申出」を受付！　
　自分自身が窓口に来たことが確認できない場合には、

縁組等の届出を受理しないよう、あらかじめ市区町村
長に申出をすることができます。不受理申出およびそ
の取下げは、市役所窓口で行ってください。

■問合せ先　市民窓口課

本市では、まちづくり事業推進基金を原資に、地元企
業及び市民からの寄付を募り、まちづくり活動や人材育
成等への支援を行うとともに、（財）民間都市開発推進
機構から５千万円の資金拠出を受け、地域づくり団体等
が行う施設等の新設・改修等のハード整備事業に対して
支援を行います。

■助成対象となる事業
１．地域づくりのための調査研究や活力と個性ある地域

社会の実現に寄与する事業
２．語学研修やスポーツ・文化等の国際交流に関する事

業
３．先進地視察研修等人材育成に関する事業
４．その他市長が必要と認めた事業

■交付申請および寄付の手続き
　交付申請手続きには、提出書類や申請期間などが定め

られています。また寄付については、金額の多少に関
わらず随時受け付けています。

■問合せ先　企画政策課

事業種目 助成率 助成限度額 摘　要

ソフト
事　業

助成対象経費
の３/ ５以内

1 人（件）
30 万円

助成率については、
国や県等からの補助
又は助成がある場合
は、その補助残又は
助成残の部分に対し
1/2 以内

ハード
事　業

助成対象経費
の 10/10 以内

1 件
500 万円

上天草市セカンドライフ支援ネットワークが発足！

平成20年５月１日から
「本人確認」が法律上のルールになりました！

※制裁の強化
偽りその他の不正な手段によって戸籍証明書の交付
を受けた者は、刑罰（30 万以下の罰金）が科されます。

■まちづくり事業推進基金の活用スキーム

ご存知ですか？「まちづくり事業推進助成金」

■助成率および助成限度額

資金拠出

募　

集

審　

査

助　

成

地域づくり活動

寄　付

原　

資

上天草市

民
都
機
構

市
民
・
企
業

上天草市
まちづくり事業
推進基金
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市のお知らせ

大矢野町
期　日 地区 時　間 場　所

5月20日
（火） 中

09:20～09:40 宮津神社前
09:50～10:10 寺尾永田様方車庫前
10:20～10:40 中北小正門前
10:50～11:10 野米公民館前
11:20～11:40 中公民館前
13:20～13:40 貝場消防倉庫前
13:50～14:10 前平公民館前
14:20～14:50 柳港広場
15:00～15:20 新開公民館前

5月21日
（水）

中
09:20～09:35 満越公民館前
09:45～10:00 瀬高公民館前
10:10～10:30 江後公民館前

登立

10:45～11:00 治郎田公民館前
11:10～11:30 大潟公民館前
13:20～13:40 四郎丸公民館前
13:50～14:10 本郷札の木バス停前
14:20～14:40 農村婦人の家前
14:50～15:10 新田山下竹輪店前

5月22日
（木）

登立

09:20～09:40 双原香取神社前
09:50～10:20 船江旧バンブランド前
10:30～10:50 岩谷岩谷商店前
11:00～11:15 白涛えびす屋前
11:25～11:40 成合津坂田タバコ前

湯島 14:30～15:00 湯島出張所

姫戸町
月　日 地区 時　間 会　場

5月29日
（木）

姫浦
10:30～10:50 牟田公民館
11:00～11:10 村枝宅横広場

二間戸 11:20～11:40 二間戸団地集会所
姫浦 11:50～12:20 姫戸統括支所

龍ヶ岳町
月　日 地区 時　間 会　場

5月19日
（月）

樋島
09:30～09:50 下桶川集会所
10:00～10:10 きらら停駐車場
10:20～10:40 樋島老人福祉センター

高戸
11:00～11:30 東風留集会所
13:00～13:40 龍ヶ岳統括支所

大道
14:00～14:20 民俗資料館
14:30～15:00 池の浦学習センター

■料金
①前年度登録済の場合：3,000円
　内訳：注射料 2,500 円 + 手数料 500 円

②新規登録の場合：6,000円
　内訳：
　鑑札料 3,000 円 + 注射料 2,500 円 + 手数料 500 円

■あなたの愛犬のために…
　生後３ヶ月（91 日）以上の
犬の登録（生涯１回）と狂犬病
予防注射（毎年１回）を必ず受
けましょう。

　市では、野犬の撲滅、放し飼いの飼育者への指導を行っていますが、放し飼いによる苦情がたえません。
犬を飼っている人は、責任を持って犬を管理し、野犬・浮浪犬の捕獲にご協力をお願いします。

■地区別日程表（都合のよい場所で受けてください）

大矢野・姫戸・龍ヶ岳地区の
狂犬病予防注射と登録をおこないます

問合せ先　環境衛生課

大矢野町
期　日 地区 時　間 場　所

5月27日
（火）

維和

09:30～09:40 下山公民館前
09:50～10:15 ３区学習センター前
10:20～10:30 千束会館前
10:40～10:50 維和出張所
11:00～11:20 梅の木神社前
11:30～11:50 蔵々公民館前

上
13:30～13:50 大手原バス停前
14:00～14:15 野釜前バス停前
14:25～14:45 鳩の釜消防倉庫前

5月28日
（水） 上

09:20～09:40 江樋戸公民館前
09:50～10:20 上公民館前
10:30～10:45 馬場公民館前
10:55～11:10 田端公民館前
11:20～11:40 賎の女公民館前
13:20～13:40 串公民館前
14:00～14:30 市役所駐車場東門
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City Information

　内容については、平成 20 年４月１日現在における予定であり、実際に発注する工事の内容がこの内容と異なる場
合又はここに記載されていない工事が発注される場合があります。また、予定設計金額が 250 万円以下の工事、工
事発注内容や時期が未定の工事は記載してありません。入札方法は、指名競争入札となります。

問合せ先　監理課

平成20年度  上天草市工事発注予定一覧表

入札予定
時期 工　　　事　　　名 工事種別 工事概要 工事場所 工事

期間

５月

市道環状西１号線舗装工事 舗装 アスファルト舗装　A=1000 ㎡ 大矢野町上 ２カ月
国道 266 号線配水管新設工事 水道施設 φ 100 ㎜　L=187m 大矢野町登立 ３カ月
中央配水池配水管布設替工事 水道施設 φ 200 ㎜　L=180m 大矢野町登立 ４カ月

阿村地区第 1 枝線管渠築造工事 土木 開削工 PRP φ 150mm
延長 L=190 ｍ 松島町阿村 ４カ月

阿村地区第 1 枝線管渠築造工事（その２） 土木 開削工 PRP φ 150mm
延長 L=200 ｍ 松島町阿村 ４カ月

女留地区枝線管渠築造工事 土木 開削工 PRP φ 150mm
延長 L=130 ｍ 松島町阿村 ３カ月

中の潟地区マンホールポンプ建設工事 電気 ポンプ設備　1 式 松島町阿村 ４カ月
市道元釜 28 号線舗装工事 舗装 アスファルト舗装Ａ =1000 ㎡ 姫戸町姫浦 ２カ月

６月

小泊港海岸防災工事 土木 波返工　L=130m 大矢野町中 ３カ月
江後港防波堤改良工事 土木 防波堤（改良）　L=24m 大矢野町中 ３カ月
市道知十港１号線舗装工事 舗装 アスファルト舗装Ａ =1000 ㎡ 松島町今泉 ２カ月

倉江配水池造成及び取付道路工事 土木 造成（擁壁）工　１式
取付道路   L=80m 松島町内野河内 ５カ月

大瀬地区枝線管渠築造工事 土木 開削工 PRP φ 150mm
延長 L=277 ｍ 松島町阿村 ４カ月

７月

湯島漁港地域水産物供給基盤整備工事 土木 浮体式浮桟橋 4 基他 大矢野町湯島 ６カ月

干切漁港地域水産物供給基盤整備工事 土木 物揚場　L=108m
南護岸　L=37m 松島町阿村 ８カ月

永目港埋立関連工事 土木 裏埋工　V=10,000 ㎥ 姫戸町姫浦 ２カ月
大道漁港広域水産物供給基盤整備工事 土木 浮体式浮桟橋 4 基他 龍ヶ岳町大道 ７カ月
下貫漁港海岸保全施設整備工事 土木 護岸（改良）消波工　L=44m 龍ヶ岳町高戸 ６カ月

８月

野釜漁港港整備交付金工事 土木 防波堤　L=12m 大矢野町上 ４カ月
江樋戸港改修工事 土木 防波堤（改良）　Ｌ =50m 大矢野町上 ７カ月

湯島地区導・配水管布設替工事 水道施設 導水管φ 40 ㎜　L=828m
配水管φ 100 ～ 30mm L=719m 大矢野町湯島 ７カ月

湯島地区膜ろ過装置設置工事 水道施設 膜ろ過装置設置　1 式 大矢野町湯島 ７カ月
牟田地区並型魚礁設置工事 土木 魚礁製作据付　1545 空㎥ 姫戸町姫浦 ５カ月

樋島港改修工事 土木 エプロン舗装　Ｌ =80m
臨港道路　Ｌ =70m 龍ヶ岳町高戸 ７カ月

10 月

広崎排水機場改修工事 機械 ポンプ及び発電機整備　1 式 大矢野町登立 ５カ月
合津排水機場改修工事 電気 電気設備整備　１式 松島町合津 ４カ月
今津排水機場改修工事 電気 電気設備整備　１式 松島町合津 ３カ月
姫浦地区単県治山工事 土木 簡易法枠工　A=335 ㎡ 姫戸町姫浦 ４カ月
日守溜池改修工事 土木 斜樋、底樋改修　１式 姫戸町姫浦 ４カ月
市営下貫団地１号棟外壁塗装改修工事 建築 外壁補修・塗装　1 棟 龍ヶ岳町高戸 ３カ月

11 月

福留地区枝線管渠築造工事（その１） 土木 開削工 PRP φ 150mm
延長 L=94 ｍ 松島町阿村 ４カ月

福留地区枝線管渠築造工事（その２） 土木 開削工 PRP φ 150mm
延長 L=75 ｍ 松島町阿村 ４カ月

福留地区枝線管渠築造工事（その３） 土木 開削工 PRP φ 150mm
延長 L=96 ｍ 松島町阿村 ４カ月

福留地区枝線管渠築造工事（その４） 土木 開削工 PRP φ 150mm
延長 L=77 ｍ 松島町阿村 ４カ月

中の潟地区枝線管渠築造工事 土木 開削工 PRP φ 150mm
延長 L=243 ｍ 松島町阿村 ４カ月

硴瀬地区枝線管渠築造工事 土木 開削工 PRP φ 150mm
延長 L=212 ｍ 松島町阿村 ４カ月
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市のお知らせ

妊
婦
健
康
診
査
公
費
負
担
拡
大
の

お
知
ら
せ

　

妊
婦
健
康
診
査
は
お
母
さ
ん
や

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
保
持

す
る
上
で
大
変
重
要
な
健
診
で

す
。

　

市
で
は
妊
娠
中
の
健
診
費
用
の

負
担
を
軽
減
し
、安
心
し
て
妊
娠
、

出
産
が
で
き
る
よ
う
に
、
平
成
20

年
４
月
１
日
よ
り
妊
娠
届
出
を
さ

れ
た
方
は
、
妊
婦
健
康
診
査
公
費

負
担
を
こ
れ
ま
で
の
２
回
か
ら
５

回
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

妊
娠
週
数
16
週
ま
で
に
届
出
を

さ
れ
る
と
、
５
回
の
公
費
負
担
が

あ
り
ま
す
が
、
妊
娠
週
数
17
週
以

降
に
届
け
を
さ
れ
た
場
合
、
妊
娠

届
出
週
数
に
よ
っ
て
公
費
負
担
の

回
数
が
変
わ
り
ま
す
。

　

妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
は
母
子

手
帳
交
付
時
に
発
行
し
ま
す
の

で
、
妊
娠
が
確
定
さ
れ
た
ら
早
め

に
妊
娠
届
け
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。

※
母
子
手
帳
交
付
日
時
は
、
29

ペ
ー
ジ
に
掲
載

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
第
３
・
４
期
）
の
接
種
が
開
始

　

昨
年
、
10
～
20
代
を
中
心
と
し

た
年
齢
層
で
麻
し
ん
が
流
行
し
多

く
の
学
校
が
休
校
の
処
置
を
と
る

な
ど
、
社
会
的
な
問
題
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
過
去
に
麻
し
ん
の

予
防
接
種
を
１
回
し
か
受
け
て
い

な
い
年
代
に
対
し
２
回
目
の
予
防

接
種
を
受
け
る
機
会
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。（
実
施
期
間
：
平
成
20

年
４
月
か
ら
の
５
年
間
）

　

少
し
で
も
早
い
免
疫
の
獲
得
が

望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限

り
４
～
６
月
の
３
カ
月
間
で
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

風
し
ん
も
同
様
に
予
防
す
る
た

め
、
原
則
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使

用
し
ま
す
。

▽
対
象
者

▼
第
３
期　

中
学
１
年
生
相
当
年

齢
の
人
（
平
成
７
年
４
月
２

日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
生
）

▼
第
４
期　

高
校
３
年
生
相
当
年

齢
の
人
（
平
成
２
年
４
月
２

日
～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
）

※
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
両
方
に

罹
患
し
た
こ
と
が
確
実
な
人
、

そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
接
種
を
２

回
済
ま
せ
た
人
は
接
種
の
必

要
な
し

※
対
象
と
な
る
方
に
は
問
診
票

を
、
３
月
中
に
、
学
校
長
も

し
く
は
区
長
便
を
通
じ
て
配

布
済
み

☎
松
島
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

６月は児童手当の現況届を
お忘れなく！

　児童手当等を受給するには、
市役所の窓口（公務員の方は、
勤務先へ）に「認定請求書」の
提出が必要です。

４
月
よ
り
、
ま
つ
し
ま
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
が
ひ
ろ
ば
型
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
！

　

今
ま
で
と
同
様
に
、
子
育
て
家

庭
の
親
子
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に

集
い
、
う
ち
解
け
た
雰
囲
気
の
中

で
語
り
合
い
、
相
互
に
交
流
を
図

る
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

○
園
庭
・
保
育
室
開
放　

午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
30
分

○
育
児
相
談
（
電
話
も
可
）

○
子
育
て
通
信
の
発
行
（
毎
月
）

○
育
児
講
座
の
開
催

○
一
時
保
育　

月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
、６
カ
月
か
ら
（
有
料
）

▼
閉
館
日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始

▼
場
所
・
問
合
せ
先　

合
津
保
育

園
☎
０
９
６
９
（
５
６
）
２
６
１
１

大
矢
野
保
育
園
の
閉
園
に
伴
な
う

お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
３
月
で
、
大
矢
野
保

育
園
の
閉
園
に
伴
な
い
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
「
一
時
休
止
」。
ま
た
、
お

お
や
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

「
選
定
中
」
と
な
り
ま
す
。
決
ま

り
次
第
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
！

　

地
域
住
民
と
行
政
が
協
働
し
な

が
ら
、
す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
を

通
し
て
生
き
生
き
と
、
自
分
ら
し

く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
、
地
域
に
暮
ら
す
一

人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
地
域
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
指
針

と
な
る
べ
き
計
画
と
し
て
、
同
計

画
（
平
成
20
～
24
年
度
）
を
平
成

20
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

☎
福
祉
課

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

●支給対象は…？
12 歳到達後最初の３月 31 日までの間にある児童

（小学校終了前の児童）を養育している方に支給され
ます。

ただし、前年（１～ 5 月までの月分の手当につい
ては前々年）の所得が一定額以上の場合には、支給さ
れません。

問合せ　福祉課

●支払時期は…？
原則として毎年２、６、10 月にそれぞれ前月分ま

でが支給されます。

●支給額は…？（対象年齢等で異なります）
　○３歳未満ならば…一律　 10,000 円（月額）
　○３歳以上ならば…第１子　5,000 円（月額）
　　　　　〃　　　…第２子　5,000 円（月額）
　　　　　〃　　　…第３子以降　10,000 円（月額）

●引き続き受給する場合は…？
毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。

この届出がないと手当の受給ができなくなりますので
ご注意ください。
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～運動について～

　運動する場所も時間もないという人は、気軽にどこでもできる「体を動かす」ことから
始めましょう。

問合せ先　地域包括支援センター（松島庁舎内）　☎0969（56）1111

■大矢野庁舎書庫棟　１階会議室
　６月20日（第３金曜日）午前10時～午後３時

※年金相談は予約制（事前受付）です。相談日の１週間前ま
でに市民窓口課へご予約ください。 ☎0969（56）1111

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て

の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
保

険
料
の
納
付
を
続
け
る
こ
と
で
、

年
を
と
ら
れ
た
と
き
の
老
齢
基
礎

年
金
や
万
が
一
の
と
き
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な

る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度

の
所
得
審
査
は
、
申
請
者
本
人
の

ほ
か
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
も

審
査
の
対
象
と
な
る
た
め
、
一
定

以
上
の
所
得
が
あ
る
親
と
（
世
帯

主
）と
同
居
し
て
い
る
若
年
者
は
、

保
険
料
免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

他
の
年
齢
層
と
比
べ
て
所
得
が

少
な
い
若
年
層
（
20
歳
代
）
の
方

が
、
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用
で

き
ず
将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
保
険

料
の
後
払
い
が
で
き
る
制
度
が

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
で
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予
は
、
申
請
者

本
人
と
配
偶
者
の
み
で
所
得
要
件

を
審
査
し
ま
す
（
所
得
基
準
は
、

全
額
免
除
と
同
じ
で
す
）。

　

こ
の
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

た
め
の
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
少
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
納

付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
（
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
額
に
経
過
し
た
期
間
に
応
じ
て

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま

す
）。

　

若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
の
窓

口
は
、
市
役
所
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
す
（
原
則
と
し
て
、
毎
年
度

手
続
き
が
必
要
で
す
）。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？

平成 20 年度の保険料は、
月額 14,410 円

平成 20 年４月～平成 21 年３月

　かかとの上げ下げをする。つま先を上げるなど、
その日の気分で変化をつけてもいいでしょう。
　歯みがきをしながらでも簡単にできるストレッチ
です。できれば毎日朝昼晩の３回 10秒程度ずつや
ってみましょう。

◆歯みがきをしながら「つま先立ち」

　背もたれを使って背伸びをし、腹、胸、首の前面
を伸ばす。
　いすに座ったままでも簡単にできる体操です。体
のこりがほぐれ、気分転換にも効果的です。

◆いすに座っての体操

　流し台から少し離れて立ち、台に両手をのせ、ひ
じを曲げて静止する。その後息を吐きながら腕を伸
ばしていく。
　調理の合間のちょっとした時間を使いましょう。

◆流し台を使った体操

◆買い物は立派な運動

　体を動かす家事や買い物も立派な運動です。料理、
掃除、布団の上げ下ろしなどの家事や、近所のお店
での買い物も運動の機会になります。介護予防の意
識をもって取り組みましょう。

年 金 相 談

■松島庁舎　２階会議室［年金特別便のみ］
　６月27日（第４金曜日）
　　　　　　午前９時～午後３時30分
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６月の健康ガイド

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

→
メ
タ
ボ
は
自
覚
症
状
が
な
い
。

　

検
査
値
も
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な
い

が
。

　

・
・
・
だ
か
ら
放
置
す
る
!?

　

蓄
積
し
た
内
臓
脂
肪
か
ら
は
血

管
を
傷
め
る
悪
い
物
質
が
で
る
一

方
、
体
に
良
い
働
き
を
す
る
物
質

が
減
る
た
め
動
脈
硬
化
が
進
み
ま

す
。

　

高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
（
高
脂

質
血
症
）、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
互
い
に
関
連
し
て
発
症

し
て
い
る
こ
と
が
分
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
軽
い
段
階
で
も
生
活

習
慣
病
の
危
険
因
子
が
重
な
る
と

動
脈
硬
化
は
進
行
し
、
重
要
な
血

管
が
集
ま
る
脳
・
心
臓
・
腎
臓
な

ど
が
影
響
を
受
け
、
命
に
関
わ
る

病
気
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

ま
ず
は
健
診
を
受
け
て
、
自
分

の
検
査
値
を
知
り
体
の
状
態
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
メ
タ
ボ
に
着
目
し
た
特
定
健

診
を
受
診
し
ま
す
。

【
特
定
健
診
の
対
象
…
40
歳
～
74

歳
の
方
。
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
（
社
保
・
共
済
・
国
保
な
ど
）

か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
】

　

そ
の
後
、
健
診
結
果
と
問
診
に

基
づ
き
、
生
活
習
慣
病
の
危
険
因

子
の
数
や
年
齢
、
個
人
の
必
要
性

な
ど
か
ら
「
情
報
提
供
」「
動
機

づ
け
支
援
」「
積
極
的
支
援
」
に

分
け
ら
れ
、
個
人
の
生
活
状
況
に

応
じ
た
保
健
指
導
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

●
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
と
は
、
単
に
肥
満
で

あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
も
の
で
は
な
い
。

●
基
準
よ
り
ち
ょ
っ
と
高
い

（
低
い
）
項
目
が
多
い
ほ
ど

危
険
。

●
外
か
ら
は
見
え
な
い
体
の

中
の
状
態
（
血
管
の
様
子
）

は
、
血
圧
・
血
液
な
ど
の

検
査
値
が
教
え
て
く
れ
る
。

●
こ
れ
ら
を
判
断
で
き
る
の

は
健
康
診
断
だ
け
。
み
な

さ
ん
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

●
健
診
結
果
は
テ
ス
ト
の
結

果
と
同
じ
。
受
け
っ
ぱ
な

し
で
は
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

悪
い
と
こ
ろ
は
早
く
見
直
し
て

次
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
！

　

Ｈ
さ
ん
は
腹
囲
＋
中
性
脂
肪
と

血
糖
値
で
メ
タ
ボ
に
該
当
で
す
。

積
極
的
支
援
に
な
り
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
!?

　

乞
う
ご
期
待
！　
　

つ
づ
く

●家族　妻・子ども３人
●仕事　デスクワーク中心
●趣味　釣り・ボランティア
●喫煙　なし
●コメント
・健康観→自分は健康。まあ、血糖

はちょっとたっかなぁ。
・運動は週2回バドミントンしよる。
・体格…これくらいは普通だろっ。
・メタボに一言→太っていて悪いわ

け　　私はグルメ。今まで随分
投資してきているのに。

H・Hさん（56歳・男性）プロフィール

■体格
腹　囲･･･････････93.5cm
身　長･･･････････ 162cm
体　重･･･････････ 74.3kg
BMI････････････････ 28.3

■脂質
中性脂肪･･････ 333mg/dl
HDL コレステロール
　･･････････････41mg/dl
LDL コレステロール
　････････････ 136mg/dl

■糖代謝
空腹時血糖
･･････････････ 119mg/dl

■血圧
拡張期血圧････115mmHg
収縮期血圧･････80mmHg

　

最
近
何
か
と
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
、
通
称
メ
タ
ボ
）。
こ
の
メ

タ
ボ
に
着
目
し
た
新
し
い
健
診
（
特
定
健
診
）
が
４
月
よ
り
全
国
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
心
配
だ

け
ど
仕
事
が
忙
し
く
健
診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
、
健
康
に
は
自
信
が
あ
る
と
い
う
方
が
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
実
は
知
ら
な
い
体
の
こ
と
、
メ
タ
ボ
や
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
、
今
回
か

ら
シ
リ
ー
ズ
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
る
男
性
が
「
打
倒
メ
タ
ボ
！
」
に
挑
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
毎
月
、
体
や
病
気
の
こ
と
を
一
緒

に
勉
強
し
な
が
ら
状
況
を
報
告
し
て
い
き
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！
応
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

必須項目に合わせて以下の６項目のうち 2 つ以上該当
【脂質】①中性脂肪 150mg/dl 以上　② HDL コレステロール 40mg/dl 未満
【糖】③空腹時血糖値 100mg/dl 以上　④ HbA1c5.2% 以上
【血圧】⑤収縮期 130mmHg 以上　⑥拡張期 85mmHg 以上
※喫煙している場合には、危険因子の１つとしてカウントされます。

必須項目
腹囲　男性 85cm 以上・女性 90cm 以上　　または　BMI25 以上

お
ぉ
ぉ
、
こ
れ
は

メ
タ
ボ
で
は
…

 最近の健診結果

診断基準

その１ 

お父さんの 
ための 

な
ぜ
メ
タ
ボ
だ
と

よ
く
な
い
の
？

じ
ゃ
あ
、
ど
う
す
る
の
？
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６月の健康ガイド

場　所 日 実施時間 受付時間（母子手帳）
大矢野窓口センター 毎週月曜日

９時 30 分～ 11 時
９時 30 分～９時 45 分

松島保健センター 随時交付（手帳）
毎月第３水曜日（相談） 随時受付

姫戸統括支所
毎月第１・３月曜日

13 時～ 14 時 30 分 13 時～ 13 時 15 分
龍ヶ岳統括支所 ９時 30 分～ 11 時 ９時 30 分～９時 45 分
用意するもの…印鑑（母子手帳交付時）、母子手帳（育児相談時）　※実施日が祝日の場合は翌日となります。

種　類 用意するもの※ 1 対象地区 日 対象者 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 全地区 27 日（金） 平成 20 年４月生 14 時～ 14 時 15 分

３～４カ児健診
（ＢＣＧ）

バスタオル
BCG 問診票

大矢野 ３日（火） 平成 20 年２月生

13 時～ 13 時 15 分

松　島 18 日（水） 平成 20 年２月生
姫　戸 ４日（水） 平成 20 年１～２月生

６～７カ月児健診 ハンカチまたは
バスタオル

大矢野 17 日（火） 平成 19 年 11 月生
松　島 18 日（水） 平成 19 年 11 月生

６～８カ月児健診 姫　戸 ４日（水） 平成 19 年 10 ～ 11 月生
１歳児学級 おしぼり 全地区 25 日（水） 平成 19 年６月生

１歳６カ月児健診 尿
松　島 19 日（木） 平成 18 年 10 ～ 11 月生
姫　戸 ４日（水） 平成 18 年８～ 11 月生

３歳児健診 聴力視力検査記録 大矢野 10 日（火） 平成 17 年４～５月
もうすぐ

パパママ学級③※ 2
母子手帳・
歯ブラシ 全地区 20 日（金） ｰ ９時 45 分～ 10 時

場所／全地区、松島…松島保健センター　大矢野…大矢野老人福祉センター　姫戸…姫戸母子保健健康センター
※ 1 母子手帳と問診票（もうすぐパパママ学級を除く）は、どの健診および学級でも必ず持参ください。
※ 2 もうすぐパパママ学級へ参加される場合は、13 日（金）までに保健センターへ予約してください。

日 病院名 診療科目 電話番号（所在地）

１日
しまだ小児科 小・内 0964(56)0005（大矢野町登立）
上天草総合病院 内・外・小 0969(62)1122（龍ヶ岳町高戸）

８日
吉田クリニック 内 0964(57)0246（大矢野町中）
春田医院 内・外・小 0969(56)0052（松島町阿村）

15 日
福本眼科 眼 0964(56)0508（大矢野町上）
上天草総合病院 内・外・小 0969(62)1122（龍ヶ岳町高戸）

22 日
佐々木整形外科 整 0964(56)5550（大矢野町中）
やまうち医院 内・小・ア 0969(56)0899（松島町阿村）

29 日
毛利医院 内 0964(56)2111（大矢野町登立）
姫戸医院 内 0969(58)3583（姫戸町姫浦）

種　類 日 実施時間

精神福祉保健相談 毎月第２・４
木曜日

13 時 30 分～ 15 時 30 分
（14 時 30 分まで受付）

デイケア 毎月
第２木曜日 10 時～ 12 時 30 分

場所／大矢野老人福祉センター

５月のテーマ
　月　　うおの目
　火　　妊娠と痔
　水　　多重人格
　木　　どうする？
　　　　埋まっている親知らず
　金　　子どもの肘がぬけたら（肘内障）
土・日　ヒブってなぁに？
　　　　（ヒブ感染症とワクチン）

６月のテーマ
　月　　破傷風
　火　　陥入爪（爪が食い込む病気）
　水　　赤ちゃんのよだれ
　木　　幼児の矯正治療について
　金　　Ｃ型肝炎について
土・日　男性の更年期障害

診療時間／９時～ 17 時
診療時間外は、事前に電話連絡をお願いします。

日祝日在宅医

福　　祉

健康情報
24時間  ☎096（385）3300

熊本県保険医協会

http://www.khk-dr.jp

母子手帳交付・育児相談

母子健診

広報 上天草29



コーナーQ & A

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
４
月
よ

り
上
天
草
総
合
病
院
の
泌
尿
器
科

で
勤
務
し
て
い
ま
す
原
弘
光
で

す
。
泌
尿
器
科
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

　

泌
尿
器
科
と
は
尿
路
と
言
わ
れ

る
臓
器
（
腎
臓
、
尿
管
、
膀
胱
、

前
立
腺
、
尿
道
、
睾
丸
な
ど
）
を

主
に
扱
う
科
で
す
。
日
本
、
特
に

田
舎
で
は
ま
だ
「
泌
尿
器
科
と
は

ど
ん
な
病
気
を
み
る
の
か
？
」と
、

思
わ
れ
て
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん

い
る
よ
う
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
に
な
り
、“
お
し

っ
こ
が
近
い
”
と
受
診
さ
れ
る
方

は
多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
以
外

に
も
様
々
な
病
気
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
は
あ
ま
り
な
じ
み

の
な
い
（
と
い
う
か
、
恥
ず
か
し

く
て
受
診
し
た
く
な
い
科
）
と
思

っ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
が

“
お
し
っ
こ
”
に
関
す
る
悩
み
は

男
性
、
女
性
と
も
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
月
と
来
月
の
２
カ
月
で
尿
路

に
つ
い
て
紹
介
し
、
基
本
的
な
知

識
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

１
．
腎
臓

　

腎
臓
の
病
気
と
い
っ
て
も
“
腎

不
全
”
と
か
“
腎
臓
結
石
”
位
し

か
知
ら
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
腎
臓
と
は
体
内
中
の
“
悪
い

も
の
”
を
尿
と
し
て
排
出
す
る
だ

け
で
な
く
、
血
圧
の
調
節
や
一
部

の
ホ
ル
モ
ン
を
作
り
ま
す
。
腎
臓

の
働
き
を
み
る
検
査
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
尿
と
簡
単
な
血
液

検
査
で
、
あ
る
程
度
の
腎
機
能
を

診
る
事
が
可
能
で
す
。
尿
に
蛋
白

や
血
尿
が
出
た
と
き
や
、
肉
親
の

方
に
腎
臓
が
悪
い
方
が
い
る
と
き

は
、
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

２
．
尿
管

　

尿
管
と
は
腎
臓
と
膀
胱
を
つ
な

ぐ
管
で
、
左
右
１
本
ず
つ
あ
り
ま

す
。
尿
管
の
病
気
で
一
番
多
い
の

は
、や
は
り
尿
管
結
石
で
し
ょ
う
。

（
泌
尿
器
科
の
救
急
疾
患
で
最
も

多
い
も
の
で
す
）
尿
管
結
石
に
よ

る
痛
み
は
尋
常
で
な
く
、
嘔
気
や

嘔
吐
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
度
こ
の
痛
み
を
経
験
さ
れ
た
方

は
一
生
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
こ
の
痛
み
は
永
遠
と
持
続
す

る
事
は
な
く
、
鎮
痛
薬
な
ど
で
痛

み
が
無
く
な
れ
ば
全
く
症
状
が
無

く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

つ
づ
く

　今年度から特定健診・保健指導が始まります。ご存知
のように、これまでも 30 歳以上の人を対象に“生活習
慣病健診”が行われ、皆さまの健康維持に一定の役割を
果たしてきました。今回の特定健診ではさらに、糖尿病
などの生活習慣病の発症予防を図ることが明確な目標と
なり、そのための工夫が加えられています。具体的には、
腹囲測定を加えるなどの項目の見直しが行われ、また、
結果（生活習慣病の発症・重症化の危険因子の保有状況 ) 
に応じて受診者をグループ分けし、該当者には特定保健
指導が行われることになりました。
　制度の上では他にも変わった点がありますが（誰が検
診の主体となるか、どの法律に基づいて実施されるかな
ど )、皆さまにとっては健診自体は昨年までとあまり変
わりなく受診していただけると思います。

平成20年度からの健診（上天草市）

加入医療保険 年　　齢 健診名 申込先

国民健康保険 40～ 74歳 特定検診

上天草市
全ての医療保険 30～ 39歳 生活習慣病検診

後期高齢者
保険

75歳以上
（一定の障が
いがある人は
65歳以上）

後期高齢者検診
（生活習慣病検診）

国民健康
保険以外の
医療保険

40 ～ 74 歳
までの本人 特定検診

（国保以外の各
医療保険者が
実施）

加入の医
療保険者

40 ～ 74 歳
までの被扶
養者

上天草
総合病院

泌尿器科とは？
Vol. １
上天草総合病院
医師　原　弘光

　４月から「特定健診」が始まったと聞きました
がどういう健診ですか。また、どういう人が対象
となるのか、どこで受けるのか教えてください。
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●受付は、午前８時30分から正午12時までです。
●整形外来は予約制です。ただし、新患・急患の
方が優先となります。

●木曜午後の松藤先生の整形外来（予約制）は、
午後３時～５時まで診療を行います。

●内科は、（火）（木）の午後５～６時までの夕方
外来があります。

●脳神経外科は、第２・４水曜の午後２時より診
療を行います（予約制）。

●漢方特殊外来は第１・３火曜に行います。午後
２時 30分から午後５時も受け付けます。

●小児科の急患は、月～金の午後８時までと土日
の正午までは、当直医によるコールがあれば、
小児科医が交代で診察します。来院される際は
お電話での確認をお願いします。

●歯科口腔外科は、火・木曜日午後６時まで診療
を行います。

●耳鼻科の診療受付は 12時までとなります。
●産婦人科は、木曜日の外来診療を再開します。
ただし、木曜日の診療受付は 11時までです。

●教良木診療所は、月曜から金曜の午前中に、担
当医師が診療いたします。

●診療案内は、都合により変更となる場合があり
ますので、ご了承ください。

★問合せ先　上天草総合病院
	 ☎	 ０９６９（６２）１１２２（代表）
	 FAX	０９６９（６２）１５４６
	 ホームページ　http://www4.ocn.ne.jp/~kamiama/
	 Ｅメール　 kamiama@bronze.ocn.ne.jp

月 火 水 木 金

内科
代謝内科

樋口 坂本興 樋口 坂本興

坂本興 櫨川 溝部 櫨川

溝部 和田 溝部

糸永 廣岡 糸永 原富

インスリン外来 来櫨川

循環器科 脇田
外科

大腸肛門科
福田 福田

整形外科 藤松 松藤 藤松

産婦人科
姫野

姫野
姫野

（中）中

小児科 神薗 田原 神薗 田原 神薗

眼科 竹下

泌尿器科 原
原

原
熊大

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

皮膚科 尹

胃腸センター
櫨川 坂本 原富 福田 和田

和田 糸永 廣岡 溝部 廣岡

歯科・口腔外科 福田

教良木診療所 月 火 水 木 金
午前 廣岡 溝部 樋口 原富 中

38人が上天草看護専門学校へ入学

　４月 10 日に上天草
看護専門学校第 32 期
生の入学式があり、今
年度から新しく設けた
社会人入試も含めて、
38 人の学生が入学し
ました。
　新入生は慣れないス
ーツ姿で、保護者や在
校生の祝福に少し恥ずかしそうな様子でしたが、同時に「看護
師になりたい」という大きな決意を胸に式に臨んでいるように
も見えました。
　今年度の新入生の出身地を県別にみてみますと、県内 26 人

（うち上天草市 12 人）、県外 12 人となっています。
　３年後の看護師国家試験に 38 人全員が合格し、有能な看護
師になってくれることを願っています。

診 療 案 内　　 皆さんはじめまして！
４月より赴任した新規医師の紹介

　自治医大を卒業し、熊本赤十字病院でロー
テート研修、水俣市立総合医療センター産
婦人科で勤務した後、こちらでお世話にな
ることになりました。好きなことは、食べ
ること、寝ること、漫画、運転、クラシック。
仕事も好きです。水俣では、生け花を習っ
てとても面白かったので、こちらでも機会
を見つけて習いたいと思っています。
　上天草では、これまで以上にたくさんの
ことを身につけて、地域の皆さまに還元で

きたらと思っています。どうぞよろしくお願いします。

産婦人科
中　くみ子

熊本県の医療政策総室という所の所属で、
県内の僻地医療支援のため派遣されていま
す。前任地は球磨郡公立多良木病院でした。
自治医大の出身で、生まれは熊本市内です。

趣味では、サーフィンを今年はもっと上
手になりたい、仕事の上では初療に特化した
オールラウンドプレーヤーになりたいと思っ
て修行中です。教良木診療所の担当にもなっ
ています。ライフワークとして、蘇生法や救
命処置の普及活動をしていますので、天草で

もその活動が出来れば良いなと考えています。よろしくお願い
します。

内科
原富　由香

　週に一度は教良木診療所に出向していま
す。出身は熊本市ですがこれまで高松、鹿
児島、奄美大島と海が近い所に住んだこと
があり、スキューバダイビングとウェイク
ボードをするので天草に来ることは楽しみ
にしてきました。
　私たちの仕事は患者さんから学ぶことが
多く、診療を通しながら医師として人とし
て日々成長していきたいと思っていますの
でよろしくお願い致します。

内科
廣岡　亜矢
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た
ば
こ
業
界
が
主
体
と
な
り
、

従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
未
成

年
者
喫
煙
防
止
対
策
の
強
化
・
充

実
の
一
環
と
し
て
、
全
国
の
た
ば

こ
自
動
販
売
機
を
対
象
に
成
人
識

別
対
応
を
図
る
『
タ
ス
ポ
』
が
、

５
月
か
ら
熊
本
県
内
で
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

未
成
年
者
に
よ
る
自
動
販
売
機
で
の
た
ば
こ
購
入
防
止
は
、
社
会

的
に
重
要
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
た
ば
こ
業
界
が
社
会
的
責

任
を
果
た
す
た
め
に
決
断
さ
れ
た
立
派
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

未
成
年
者
の
喫
煙
は
非
行
な
ど
の
社
会
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
医
療
問
題
で
も
あ
り
、
大
人
に
比
べ
同
じ
喫
煙
量
で
も
依
存
度

と
発
病
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
世

界
的
に
は
、「
喫
煙
は
個
人
の
嗜
好
（
し
こ
う
）
で
は
な
く
病
気
だ
」

と
す
る
見
方
も
あ
り
、『
タ
ス
ポ
』
の
導
入
は
、
そ
う
し
た
意
識
の

遅
れ
た
日
本
全
体
の
前
進
で
も
あ
り
ま
す
。

未
成
年
者
の
皆
さ
ん
、
た
ば
こ
と
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
と

い
う
法
律
は
、
健
康
を
考
慮
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
体

の
健
康
の
た
め
に
も
、
こ
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、『
タ
ス
ポ
』
に
関
す
る
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
（
タ
ス
ポ
）」
公

式
サ
イ
ト
（http

://w
w
w
.tasp

o.jp

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
１
２
０-

２
２
２-

１
８
０（
一
般
電
話
か
ら
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
21
年
１
月
３
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
、
上
天
草
市
成
人
式
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

新
成
人
と
し
て
の
式
で
す
の
で
、
新
成
人
の
方
の

中
か
ら
実
行
委
員
を
募
り
、
で
き
る
限
り
主
体
的
に

計
画
・
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
有
名
に
な
り
ま
し
た
夕
張
市
の
成
人
式
の
例

も
あ
り
ま
す
。
上
天
草
市
で
も
自
ら
考
え
、
自
ら
実

行
す
る
、
そ
ん
な
若
者
の
成
人
式
が
、
大
人
が
主
催

す
る
成
人
式
よ
り
も
心
に
残
る
も
の
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
我
こ
そ
は
、
と
思
う
新
成
人
の
方
は
、

ぜ
ひ
実
行
委
員
に
立
候
補
し
て
く
だ
さ
い
。
新
成
人

の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
募
集
期
間　

６
月
20
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
・
問
合
せ
先　

社
会
教
育
課

　

☎
０
９
６
９-

５
６-

１
１
１
１

『
タ
ス
ポ
』が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

青
少
年
育
成
市
民
会
議
よ
り

平
成
21
年
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■日時　６月 26 日（木）午前 10 時から
■場所　大矢野自然休養村管理センター（旧大矢野公民館）
■内容　開講式
■問合せ先　大矢野自然休養村管理センター

大人のための学習の場として、成人大学は毎年多くの方
が受講しています。

今年度も生活に役立つ講話や日帰りの研修、軽い運動な
どを計画しています。知識を深める場として、また友達づ
くりの場として、みんなで生きがいをつくりませんか。

次のとおり受講生を募集しますので、皆さんの参加をお
待ちしております。
■開講期間　平成20年６月～平成21年２月（９回を予定）
■開講日　毎月第３木曜日（変更になる場合もあります）
■開講式　６月 26 日（木）午前 10 時から
■場所　大矢野自然休養村管理センター（旧大矢野公民館）
■対象者　おおむね 50 歳以上で市内在住の方
■申込締切　６月 11 日（水）
■申込・問合せ先　大矢野自然休養村管理センター
　　　　　　　　　（旧大矢野公民館）

成人大学・高齢者学級だより

６

高齢者教室開講式

月のお知らせ
松島・姫戸地区高齢者教室大矢野地区成人大学
■日時　６月 20 日（金）午後２時から
■場所　阿村中学校
■内容　ふれあい活動

■日時　６月６日（金）午前９時 45 分から
　　　　６月 20 日（金）午前９時 40 分から
■場所　（６日）今津小学校、
　　　　（20 日）樋合小学校
■内容　ふれあい活動

■日時　６月 20 日（金）※時間は未定
■場所　教良木小学校
■内容　ふれあい活動

■日時　６月 20 日（金）※時間は未定
■場所　姫戸小学校
■内容　世代間交流

阿村地区

今津地区

教良木・河内地区

姫戸地区高齢者学級

※松島・姫戸地区の問合せ先　中央公民館（アロマ内）

松島
地区編

　平成 20年度高齢者教室が松島地区で開講しました。この

教室は、高齢者が人生を豊かにより良く生きるため、さまざ

まなことを学び、また自身の生きがいを見つけることなどを

目的に開かれています。

　阿村地区では４月 15日（火）、同公民館（阿村出張所）で

開講式があり、約 80人の生徒たちが出席しました。式では、

教室を代表して植原義信委員長が「私たちは戦争や高度経済

成長期など、さまざまな時代を生きてきました。この経験を

後世に伝えることが大切です。また、この教室でさらに学び

を深め、生きがいのある人生にしましょう」とあいさつ。そ

の後、新入生の紹介や、今年度の活動計画を確認しました。

　教室は阿村、今津、教良木河内、姫戸地区で月１回のペー

スで開催。健康に関する講話やスポーツ、子どもたちとのふ

れあいなど、さまざまな学習活動を予定しています。 植原委員長（右上）のあいさつを聞く阿村地区の生徒たち

※変更などもありますので事前にお問い合わせください

健康  仲間  生きがいづくり
成人大学２００８  受講生募集！
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【お詫びと訂正】
４月号のこのコーナーで、大矢野森記念図書館と
松島図書館の平日開館時間を９時～ 18 時と記し
ていましたが、正しくは 10 時～ 18 時です。
お詫びして訂正いたします。

中央図書館 ☎0969（56）0777【「アロマ」呼出】
◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：～17時）
◦図書館おはなし会　午後2時〜
◦赤ちゃんおはなし会　午前10時30分〜

大矢野森記念図書館 ☎0964（56）4393
【自然休養村管理センター（旧大矢野公民館）呼出】
◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：～17時）
◦図書館おはなし会　午後2時〜

姫戸図書館 ☎ 0969（58）2111【姫戸支所呼出】
◦開館時間　10時～17時
◦図書館おはなし会　午前10時〜

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
◦開館時間　10時～17時
◦図書館おはなし会　午後2時〜

日程は上記カレンダーをご確認ください。

図書館おはなし会（30 分～１時間程度）
［対象：幼児～小学校低学年］
うれしい話かな !? おもしろい話かな !? おはなし会の最後
には、楽しい折り紙遊びもあるよ♪お友達と一緒に来てね！

あかちゃんおはなし会（20 分程度） 
［対象：０歳～未就園児とその保護者］
絵本の読み聞かせや歌あそび、ふれあい遊びなど盛りだく
さんの内容です！

中　央
図書館

大矢野森
記念図書館

姫　戸
図書館

龍ヶ岳
図書館

５/15（木） 休館日
16（金） 休館日
17（土）
18（日）
19（月） 休館日 休館日 休館日 休館日
20（火）
21（水）
22（木） 休館日
23（金） 休館日

24（土） 図書館
おはなし会

図書館
おはなし会

25（日）
26（月） 休館日 休館日 休館日 休館日
27（火）
28（水）
29（木） 休館日
30（金） 休館日
31（土） 休館日 休館日 休館日 休館日

６/ １（日）
２（月） 休館日 休館日 休館日 休館日
３（火）

４（水）あかちゃん
おはなし会

５（木） 休館日
６（金） 休館日
７（土）
８（日）
９（月） 休館日 休館日 休館日 休館日
10（火）
11（水）
12（木） 休館日
13（金） 休館日

14（土） 図書館
おはなし会

図書館
おはなし会

５月15日〜６月14日 図書館カレンダー

大矢野森記念図書館
　おおぞらⅡ（移動図書館）の巡回
スケジュールは、ただ今調整中です
ので、もうしばらくお待ちください。

　４月から松島図書館は上天草市立中央図書館と名称が
変わりました。
　これまで以上に市内４館で協力し、利用者の皆さんが
満足できるサービスを提供していけるよう努めていきま
す。これからも図書館をよろしくお願いします。
　なお、名称は変わりましたが、本の貸し出しなどはこ
れまでどおりです。

名前が変わりました！

今月の本
ほ ん

 テーマはコレっ！
５月は「花づくり」　 ６月は「童話発表会」
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　このお話は今から20年程前、
ウクライナ共和国（当時のソビ
エト連邦）のチェルノブイリ原
子力発電所の爆発事故で起きた
悲しくも心温まる物語です。
　当時、爆発で放射能をたっぷ

り含んだ死の灰が、発電所近隣のまちに降り注ぎ
ました。ところが、この国の人々には原発事故の
ことは、何も知らされていなかったのです。それ
から 10年経ち、白血病の小児患者が多く発生し
ました。この治療に献身的にあたったのがこの本
の著者・鎌田實医師です。
　「雪とパイナップル」は、患者少年のためマイ
ナス 20度の寒い夜、幾日もパイナップルを買い
求めて歩いた日本の看護師のお話です。
　大人の絵本として、またご家族での読み聞かせ
にもお勧めします。大きな文字でルビも振ってあ
りますので。	 （大矢野町　M・Yさん）

『雪とパイナップル』
鎌田實／著　集英社

　もうすぐ童話発表会。しかし、
「何を読もうかな？」と悩んでい
るお友達もいるかもしれません。
ここでちょっぴり紹介しますの
で、図書館で探してみてくださ
い。お子さんへの読み聞かせに
も最適ですよ。

～図書館職員のおススメ～
覚えて話せる童話特集

『語り聞かせ日本
のむかしばなし』

『100 万回
生きたねこ』

『じごくの
そうべえ』

『手ぶくろを
買いに』

『やまなし』

　姫戸図書館と同図

書館ボランティア

「おはなしぽっかぽ

か」では、４月８日

に牟田小学校、４月

９日に姫戸小学校を

訪れ、入学式の後、

新１年生とその保護者を対象に、図書館の紹介と本の読

み聞かせを行いました。これは、親子で本をもっと好き

になってほしい、そして図書館をもっと利用してもらい

たいという目的で企画したものです。

　児童たちは、ボランティアの読み聞かせに合わせてい

っしょに声を出したり、笑ったりと熱心にお話を聞いて

いました。

❶みんなのスッキリ！
❷恋空（上）
❸ホットケーキミックスでパパッ
と作れる！うちカフェおやつ

2007年度貸出ベスト３
（中央図書館）

❶ハリー・ポッターと謎のプリンス（上）
❷かいけつゾロリのなぞのおたか
ら大さくせん（後編）

❸ハリー・ポッターと謎のプリンス（下）

姫戸小学校で
読み聞かせがありました ［一般書］

［児童書］
❶

❷ ❸

❶
❷ ❸

おもしろい本が
たくさんあるよ！

み ん な の お ス ス メ 本
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川
端
祐
樹

上
天
草
市
長

ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ

　

～
心
身
と
も
に
健
康
に
～

　

市
民
の
皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。

先
日
、
交
通
安
全
協
会
主
催
の
ミ

ニ
バ
レ
ー
大
会
に
、
市
役
所
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
ご
婦
人
ば
か
り
で

こ
り
ゃ
い
け
る
か
と
思
い
つ
つ
、

逆
に
、
コ
テ
ン
パ
に
や
ら
れ
て
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
和
気
あ

い
あ
い
の
親
睦
と
珍
プ
レ
ー
の
笑

い
の
な
か
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
大
い

に
楽
し
み
、
健
康
な
汗
を
か
い
た

と
こ
ろ
で
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
多
く
の
方
が

何
ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当
市
で
盛

ん
な
の
は
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
で
し
ょ

う
か
。
私
も
ス
ポ
ー
ツ
は
大
好
き

で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

当
市
は
、
他
地
域
と
比
べ
伝
統

的
に
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
地
域
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
プ
ロ
野
球

選
手
や
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
輩
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
大
矢
野

町
の
藤
島
兄
弟
が
プ
ロ
ゴ
ル
フ
で

活
躍
中
で
あ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
は
色
々
あ
り

ま
す
が
、
健
康
づ
く
り
、
仲
間
と

の
親
睦
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
を

目
的
と
し
た
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
」

と
、
大
会
で
上
位
を
目
指
し
、
心

技
体
を
極
限
ま
で
高
め
る
「
競
技

ス
ポ
ー
ツ
」
の
大
き
く
２
つ
に
区

別
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

私
も
、
以
前
は
大
会
上
位
を
狙

っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
時
期
も

あ
り
ま
し
た
し
、
中
学
校
の
部
活

動
コ
ー
チ
と
し
て
学
校
・
生
徒
・

保
護
者
一
丸
と
な
っ
て
県
大
会
優

勝
を
目
標
に
取
り
組
ん
だ
日
々
も

あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
苦
労
と
喜

び
は
一
連
の
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
当

時
の
教
え
子
達
の
活
躍
は
忘
れ
え

な
い
思
い
出
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
高
校
総
体
（
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
）
や
中
体

連
（
中
学
校
体
育
連
盟
）
が
あ
り

ま
す
が
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
持
て

る
力
を
す
べ
て
発
揮
し
、
自
分
の

力
を
信
じ
て
精
一
杯
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
、
競
技
ス
ポ
ー

ツ
い
ず
れ
を
問
わ
ず
と
も
、
多
く

の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
に
接
し
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
心
身
と
も
に
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

vol.12

総務課　久保　直幸　主幹
［表彰の種類］　善行賞
［表彰の事由］　長年にわたり国道沿い
の環境美化（国道 266 号線沿いの除
草作業や空き缶拾いなど）に努め、地
域へ貢献してきたこと。

　平成 20 年１月より施行された上天草市職員表彰規定により初めての職員表彰
が３月 31 日に行われ、川端市長より表彰状などが手渡されました。
　この規程は、本市の職員で顕著な功績があり、他の職員の模範として推奨する
に値する業績または善行があった人を表彰することで、職員の勤務意欲を高揚し、
業務能率の向上を図ることを目的としています。
　平成 19 年度は、次の２人が表彰されました。

社会教育課　山川　康興　参事
［表彰の種類］　優秀賞
［表彰の事由］　創意工夫と献身的な
努力をし、市民参加型のミュージカ
ルやコンサートなど顕著な成果を収
めたこと。また、勤務態度が他の模
範とするところがあること。

平成19年度
職員表彰

皆さんもボランティアで汗を流しませんか？
多くの皆さんのおかげで実施できましたので、表彰を受け
るのは大変恐縮です。この場を借りて感謝申し上げます。

一 言 い た だ き ま し た
一 言 い た だ き ま し た

ミニバレーを楽しむ川端市長（右）
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【対象者】
上天草市に在住、在学または在勤の人

【討論内容】
①川端市政の１年間を振り返って
　（市長）
②今後のまちづくりについて意見交換
③その他

【時　間】
受　　付　午後７時から
開始時間　午後７時 30 分より
終了時間　午後９時まで
　　　　　（原則 90 分とする）

【問合せ先】
上天草市役所　総務課　行政係
☎ 0964（56）1111

【開催日および場所など】（市長の急務により、開催日変更の場合あり）
開催日 場　所 対象地区

６月 26 日（木） 鳩の釜公民館 上地区
７月１日（火） 樋島老人福祉センター 樋島地区
７月９日（水） 阿村出張所 阿村地区

７月 23 日（水） 姫戸老人福祉センター 姫浦地区
８月６日（水） 市役所大矢野庁舎書庫棟２階 登立地区

８月 20 日（水） 松島総合センター「アロマ」
研修室 今津地区

９月 30 日（火） 湯島談合会館 湯島地区
10 月８日（水） 大道老人福祉センター 大道地区

10 月 29 日（水） 二間戸自治公民館 二間戸地区
11 月５日（水） 大矢野総合体育館研修室 中地区

11 月 19 日（水） 内野河内コミュニティー
センター

教良木・
内野河内地区

12 月２日（火） 龍ヶ岳統括支所 高戸地区

１月 14 日（水） 維和コミュニティー
センター 維和地区

１月 28 日（水） 松島総合センター「アロマ」
研修室

市内全域
（第１次産業従事者）

市長と語ろう！
上天草市タウンミーティング
開催のお知らせ

４月 21 日、中南小学校で「市長の読み聞かせの会」があ
りました。これは、子どもたちに読書の素晴らしさを伝えた
いという市長の思いから、23 日の子ども読書の日に合わせて
行われたものです。

同校児童 157 人を前に市長が読み聞かせに選んだ絵本は、
「100 万回生きたねこ」（佐野洋子作・絵）。「家族愛を強く感
じてこの本に決めました。皆さんのお父さん、お母さんも愛
しているから怒るということを忘れないでくださいね」と市
長は情感たっぷりに読み聞かせた後、子どもたちへ話してい
ました。
「行政の長から読み聞かせをしてもらえるなんて、子ども

たちにとって初めてで最後ではないでしょうか。強く印象に
残ると思います」と話す井手口康隆同校長。市長は「読み聞
かせの間、子どもたちと一緒の感動・気持ちを共有できた」と喜んでいました。

昨年度、市では 16 小学校に合わせて 1,300 万円の図書購入費を計上。この春、各小学校にたくさんの本が届い
ているようです。市長の読み聞かせは、順次、各小学校で実施される予定です。

市長（左）の読み聞かせに引き込まれる子ど
もたち

川端市長の読み聞かせ

　市民と協働によるまちづくり推進の
ため、市民から建設的な意見を聴取し、
政策に反映することを目的とした「上
天草市タウンミーティング」を昨年に
続き、下記のとおり開催します。
お気軽にご参加ください。

いっぱい、

本を読んで
！
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次
の
と
お
り
第
20
回
大
矢
野
町

春
の
盆
栽
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
24
、25
日（
土
、日
）

９
時
30
分
～
17
時

▼
場
所　

上
天
草
市
大
矢
野
総
合

体
育
館
ロ
ビ
ー

▼
主
催
・
問
合
せ
先　

大
矢
野
町

盆
栽
会
（
中
島
）

☎
０
９
６
４
（
５
６
）
３
０
３
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
６
月
20

日
か
ら
21
年
３
月
新
規
高
卒
求
人

の
受
理
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
新
規
学
卒
者
対
象
求
人
の
申

込
み
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
な

ど
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
、
求
人
受
理
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
18
日
（
水
）
13
時

30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所
・
問
合
せ
先　

天
草
労
働

総
合
庁
舎
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

天
草
）
２
階
会
議
室

☎
０
９
６
９
（
２
２
）
８
６
０
９

　

熊
本
家
庭
裁
判
所
で
は
、
次
の

と
お
り
無
料
法
律
相
談
と
裁
判
所

の
見
学
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
無
料
法
律
相
談

▼
日
時　

５
月
16
日
（
金
）
10
時

～
15
時

▼
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
第
１
会
議
室
（
９
階
）

▼
相
談
員　

弁
護
士
な
ら
び
に
法

務
局
お
よ
び
裁
判
所
の
職
員

▼
相
談
内
容　

民
事
、
家
事
、
人

権
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

▽
裁
判
所
の
見
学
な
ど

　

裁
判
所
の
見
学
、裁
判
の
傍
聴
、

講
師
の
派
遣
に
つ
い
て
希
望
が
あ

れ
ば
問
合
せ
先
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
時
間　

お
お
む
ね
９
時
～
16
時

▽
問
合
せ
先　

熊
本
家
庭
裁
判
所

総
務
課

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
６
１
２
１

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で

は
、
離
婚
・
Ｄ
Ｖ
問
題
な
ど
の
家

事
問
題
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時

▼
面
接
で
の
ご
相
談　

熊
本
県
司

法
書
士
会
館
２
階

▼
電
話
で
の
ご
相
談

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
０
８
０
０

▼
相
談
料　

無
料

▼
問
合
せ
先

　

司
法
書
士　

石
井
麻
衣
子

☎
０
９
６
（
２
１
２
）
３
３
５
２

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振

興
協
議
会
で
は
、
熊
本
～
ソ
ウ
ル

線
を
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
各

種
の
助
成
制
度
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

▼
助
成
額

　

１
人
当
た
り
５
，
０
０
０
円

▽
助
成
事
業
名
・
対
象
者

▼
初
め
て
の
海
外
、韓
国
旅
行（
パ

ス
ポ
ー
ト
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
事
業
・
新
た
に
パ
ス
ポ

ー
ト
を
取
得
し
、
か
つ
、
同

線
を
利
用
し
て
海
外
へ
渡
航

さ
れ
る
人
（
先
着
１
０
０
人

限
定
）

▼
同
線
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
促
進
助
成

事
業
・
同
線
を
往
復
利
用
し

て
海
外
の
企
業
と
取
引
な
ど

を
行
う
県
内
の
企
業
な
ど

　

※
１
回
当
た
り
３
人
、
年
５
回

ま
で
（
先
着
１
０
０
人
限
定
）

▼
団
体
利
用
促
進
事
業
・
同
線
を

利
用
す
る
10
人
以
上
の
団
体

　

※
１
団
体
当
た
り
１
回
、
30
万

円
ま
で

▼
問
合
せ
先　

阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
国
際
線
振
興
協
議
会

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
６
５

　

平
成
20
年
度
調
理
師
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
日　

８
月
22
日
（
金
）

▼
会
場　

熊
本
県
立
大
学

▼
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度

で
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
等

で
２
年
以
上
の
調
理
実
務
経

験
の
あ
る
人

▼
願
書
受
付　

６
月
９
日
（
月
）

か
ら
６
月
13
日
（
金
）
ま
で

▼
願
書
配
布　

各
保
健
所
、
県
庁

健
康
づ
く
り
推
進
課
な
ど

▼
提
出
・
問
合
せ
先　

天
草
保
健

所
☎
０
９
６
９
（
２
３
）
０
１
７
２

　ルールを守らない不法な無線局は、テレビやラジオの
受信に障害を与えたり、携帯電話の通話を妨害するだけ
でなく、警察、消防・防災行政無線など人命に関わる重
要な無線に対する混信・妨害が発生するなど、私たちの
生活をおびやかしています。
　不法に開設された無線局を開設したり運用したりする
と、電波法違反で罰せられます。
一人ひとりがルール（電波法）を守ってクリーンな電波
環境を作りましょう。
●問合せ先　九州総合通信局　http://www.kbt.go.jp

○不法無線局、混信・妨害　☎ 096（368）8685
○受信障害（テレビ・ラジオ）　☎ 096（326）7873
○電波利用料　☎ 096（326）7805
○その他行政相談　☎ 096（326）7819

守って！電波のルール
６月１日から10日までは電波利用保護旬間です

熊
本
家
庭
裁
判
所
か
ら
の

お
知
ら
せ 

第
20
回
春
の
盆
栽
展

調
理
師
試
験
の
ご
案
内

家
事
問
題
相
談
会
の

お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

熊
本
～
ソ
ウ
ル
線
を
利
用
し

て
、
お
隣
の
韓
国
へ
行
こ
う
！
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市
道
城
山
公
園
線
の
通
行
規
制
解

除
に
つ
い
て

　

広
報
「
上
天
草
」
平
成
19
年
12

月
号
34
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
「
市
道
城
山
公
園
線
の
通
行

規
制
」
を
当
分
の
間
、
解
除
し
ま

す
。

　

な
お
、
通
行
規
制
を
再
開
す
る

と
き
は
、
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
市
役
所　

建

設
部　

都
市
計
画
課

☎
０
９
６
９
（
３
２
）
６
７
９
８

九
州
新
幹
線
お
よ
び
在
来
線
高
架

化
工
事
に
伴
う
通
行
規
制

　

九
州
新
幹
線
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
鹿
児

島
本
線
な
ど
の
高
架
橋
工
事
に
伴

い
、熊
本
市
内
の
３
陸
橋
（
田
崎
・

春
日
・
段
山
）
の
撤
去
工
事
を
順

次
始
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
各
陸
橋
は
通
行
止

め
と
な
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
代
替
道
路
へ
の
迂
回
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
段
山
陸
橋　

５
月
11
日
か
ら

▼
田
崎
陸
橋　

６
月
１
日
か
ら

▼
春
日
陸
橋　

７
月
６
日
か
ら

▼
期
間　

平
成
26
年
度
ご
ろ
ま
で

（
予
定
）

▼
詳
細
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　

http://w
w
w
.kum

am
otoeki-

seibi.net/

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
新
幹
線
・

熊
本
駅
周
辺
整
備
事
務
所

☎
０
９
６
（
３
２
３
）
８
２
０
０

　

平
成
21
年
１
月
、
上
場
会
社
の

株
券
電
子
化
に
よ
り
、
株
券
は
無

効
と
な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券

会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で

電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化

に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
株
券

電
子
化
の
実
施
前
ま
で
に
名
義
変

更
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

日
本
証
券
業
協
会

　

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン

タ
ー
（
平
日
９
時
～
17
時
）

☎
０
３
（
３
６
６
７
）
４
５
０
０

善 意 に 感 謝
●ボランティア活動　
市内の福祉施設（松朗園・南風苑・きららの里）にボラ
ンティアサービスをした方々を紹介します（敬称略）。
◦西山カラオケ教室◦水野国夫先生◦濱口民謡教室◦次
郎丸老人会◦釜老人会◦中田理髪店◦タカシスタジオ◦
松尾ノリ子◦菓子工房アローム◦レクダンスクラブ◦本
郷地区絵手紙もみじ会◦天理教◦古川キヨカ◦木村政恵
◦天美会◦旭城会◦樹会婦人部◦藤川シズカ◦北里カラ
オケ愛好会
※お詫び　先月号で樋島婦人会が老人会になっていまし
た。お詫びして訂正します。
●広報に寄付
◦嶋﨑秀士（大阪府高槻市）◦碇りつ子（大阪府大阪市）
◦金丸輝（神奈川県横浜市）◦森田明成（大阪府泉北郡
忠岡町）◦福丸満夫（兵庫県神戸市）◦山口富士夫（大
阪府大阪市）◦松野ユリエ（大阪府泉南市）◦小西忠行（愛
知県名古屋市）◦鍛島俊顯（福岡県北九州市）◦何川偉
成（大阪府東大阪市）◦山田英二（熊本県熊本市）
◦西弘子（大阪府東大阪市）
●ふるさと応援基金（教育水準の向上事業）に寄付
◦大矢野中学校昭和 62 年度卒業生同窓会実行委員会

DATA市のデータ
平成20年４月30日現在

人 　 口	 33,356人
男 　 性	 15,647人
女 　 性	 17,709人
世 帯 数	 12,357戸
市の面積	 126.12㎢

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

株
券
が
「
無
効
」
に
！

応募期間　平成20年４月１日から８月31日まで

●８つの参加施設
1．下田温泉センター「白鷺館」（天草町）
2．天草市牛深温泉センター「やすらぎの湯」（牛深・久玉町）
3．天草市総合交流ターミナル施設「ユメール」（五和町）
4．天草市総合交流施設天然温泉「愛夢里」（河浦町）
5．苓北町温泉センター「麟泉の湯」（苓北町）
6．天草市有明温泉センター「さざ波の湯」（有明町）
7．天草市栖本温泉センター「河童ロマン館」（栖本町）
8．上天草市交流センター「スパ・タラソ天草」（上天草市）

　８つの温泉のスタンプを集めて、応募すると特産品詰め合わせなど素
敵なプレゼントが抽選で当たります！
　身も心もじんわり温まる天草の温泉をたっぷりとお楽しみください。

湯らり
天草 温泉めぐり

スタンプを集めてプレゼントをもらおう！第６弾

●応募方法　
８つのすべての施設または、下記の問合せ先に設

置してある応募用紙に必要事項を記入の上、“最後
にご利用になられた施設 "に提出してください。
●抽選方法　平成 20 年９月上旬
●当選者の発表　各施設に掲示します。
●問合せ先　商工観光課またはスパ・タラソ天草

☎ 0964 （56）1
い い ふ ろ
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編
集
後
記

●材料（4人分）
●米……………………………………………３合
●油揚げ………………………………………１枚
●ゆで筍…………………………………… 300g
●水………………………………2と 1/4 カップ

★A
●薄口しょうゆ…………………………大さじ３
●酒………………………………………大さじ３

●キヌサヤ（野菜豆）…………………………適宜

おいしい作り方

嬉しい美味しい簡単料理

かわいい子どもの写真を大募集！！
　上天草市在住の１～３歳のお子さんの写真を募集していま

す。①住所②子どもの氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の

氏名⑥子どもに対するコメント（30字以内・どなたからでも

結構です）⑦連絡先を添えて、上天草市広報係（〒 869-3692

上天草市大矢野町上 1514）までご応募ください。なお、写

真の裏面にお子さんの名前をご記入ください。応募多数の場

合は予約（順番に掲載）となりますのでご了承ください。

わんぱく
ざかり
わんぱく
ざかり

W A N P A K U

筍ごはん

発 行・編 集／
HP アドレス／

上天草市役所 TEL:0964-56-1111  FAX:0964-56-4972
http://www.kamiamakusa-c .kumamoto-sgn.jp/

広報

【発行】平成20年5月15日
2008. 5月号

【誕生日】
平成18年10月15日
【パパ】新宅　寛巳さん
【ママ】　　　明子さん
●本人からひとこと
「今泉のじいちゃん、ばあ
ちゃん、合津のじいちゃ
ん、いつもありがとう。」

【誕生日】
平成18年９月16日
【パパ】松本　俊介さん
【ママ】　　　知子さん
●両親からひとこと
「病気もせず、いっぱい（母乳
を）飲んで大きくなってきまし
た。これからも健やかでね。」

新宅　翔
ひりゅう

龍ちゃん　松島町今泉

松本登
と き お

輝夫ちゃん　龍ヶ岳町大道

1米を洗って 15分水（分量外）につけ、15
分ざるにあげる。

2油揚げは、細かく刻み湯で油ぬきする。
3筍は先端を縦に十字に切り、残りは２～３
mm厚さのいちょう切りにする。

41に水、A、2を入れて炊く。炊飯器の場
合は蒸気が立ったら3を入れる。

5盛り付けてキヌサヤをかざる。
※キヌサヤはゆがいてななめ切りにしておく。

●レシピ提供：
　大矢野町上地区ヘルスメイトのみなさん
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・
・
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迷
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。
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作
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。
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わ
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や
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